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《編集コンセプト》
①岐阜県の様々な地域資源のＰＲを推し進め、岐阜県の
　魅力の発信を推進することにより、人や地域・産業、企
　業等の活力につなげる。
②運営サイト「ぎふ42市町村ネットワーク」と連動し、幅広
　い人に読んでいただくことにより、地域経済の活性化に
　つなげる。

《PR記事出稿について》
情報誌「Genki!（元気）ぎふ」へのPR記事掲載のご希望
の方（企業・団体等）は下記までご連絡下さい。
　【本部事務局】 Tel ： 058-237-6222

《概要》
■ 創刊号発行 ： 2015（平成27）年5月
■ 体裁 ： Ａ4版　40ページ（前後）　フルカラー
■ 発行サイクル ： 年2回（予定）
■ 配布先 ： 岐阜県下42市町村（庁舎）

県下の図書館をはじめ公共施設
岐阜県庁、ふれあい福寿会館、県教育委員会
商工会議所、商工会
金融機関や医療機関（一部）
首都圏企業（東京岐阜県人会会員企業）
記事掲載団体、企業
他

私たちの活動は、ご賛同をいただいている法人会員からの年会費により支えられています。
岐阜県の地域資源を守り、育てていくことにより地域活性化に貢献を！とお考えの皆さまのご入会をお待ちしております。

安八町
堀　正町長

池田町
岡崎 和夫町長

揖斐川町
富田 和弘町長

恵那市
小坂 喬峰市長

大垣市
小川 敏市長

大野町
宇佐美 晃三町長

海津市
松永 清彦市長

各務原市
浅野 健司市長

笠松町
広江 正明町長

可児市
冨田 成輝市長

川辺町
佐藤 光宏町長

北方町
戸部 哲哉町長

岐南町
松原 秀安町長

岐阜市
柴橋 正直市長

郡上市
日置 敏明市長

下呂市
服部 秀洋市長

神戸町
谷村 成基町長

坂祝町
南山 宗之町長

白川町
横家 敏昭町長

白川村
成原 茂村長

関市
尾関 健治市長

高山市
國島 芳明市長

関ヶ原町
西脇 康世町長

羽島市
松井 聡市長

多治見市
古川 雅典市長

垂井町
中川 満也町長

土岐市
加藤 靖也市長

富加町
板津 德次町長

中津川市
青山 節児市長

東白川村
今井 俊郎村長

飛騨市
都竹 淳也市長

七宗町
井戸 敬二町長

瑞浪市
水野 光二市長

御嵩町
渡辺 公夫町長

美濃市
武藤 鉄弘市長

美濃加茂市
伊藤 誠一市長

本巣市
藤原 勉市長

八百津町
金子 政則町長

山県市
林 宏優市長

養老町
大橋 孝町長

輪之内町
木野 隆之町長

平成30年3月1日 現在

市町村長インタビュー

「お気に入り」に入れて、岐阜県の情報をいつでもご覧下さい。

特定非営利活動法人ぎふ・プロジェクトネットワークは、
　　　「サイト運営」と「情報誌発行」のふたつの　 活動で、岐阜県の活性化に貢献しています。

■
サ
イ
ト
運
営

岐
阜
県
の
行
政
か
ら
暮
ら
し
ま
で
、役
立
つ
情
報
が
満
載
！

■情報誌発行

ぎふの魅力をギュッと凝縮！元気なぎふの情報誌

市町村長インタビュー
岐阜県下42市町村の全ての市町村長
インタビューを掲載しています。

・市町村HPにリンク
・サポートメンバー（法人会員）の紹介

瑞穂市
棚橋 敏明市長

私たちと共に岐阜県の地域活性化を進めませんか！？

［法人会員］募集中！特定非営利活動法人 ぎふ・プロジェクトネットワーク

元気

Gifu Project Network

【入会のお問い合わせ・お申込み】本部事務局：Tel : 058-237-6222　 E-Mail : info@gifu42.net
までご連絡下さい。

ぎふの新・見聞録
行政や法人会員企業のイベント、新規事業の立ち上げ情報、
新製品の開発情報等の紹介をしています。

企画編集 / ぎふ清流ボイス
岐阜県の各界でご活躍の方やユニークな
経営を行っている企業・組織の紹介をしています。

調べる・学ぶ・ぎふの市町村
岐阜県をもっと深く知りたい人のための様々な情報を
紹介しています。

から情報誌の既刊号（アーカイブ）をご覧いただけます。トップページ

ぎふ清流ボイスの
アーカイブ（過去掲載一覧）を
ご覧いただけます。

クリック

クリック
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岐
阜
県
の

今
と
未
来

巻頭
企画

古
田
岐
阜
県
知
事

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

古
田
肇
知
事
が
語
る

「
清
流
の
国
ぎ
ふ
」の

魅
力
を
世
界
に
発
信

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

岐
阜
県
は
観
光
の
基
幹
産
業
化
に
取
り
組

み
、知
事
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
な
ど
に
よ
り

そ
の
魅
力
を
積
極
的
に
P
R
し
て
い
ま
す
。

欧
州
か
ら
の
観
光
客
も
増
え
て
い
ま
す
が
、

外
国
人
観
光
誘
客
の
取
組
み
に
つ
い
て
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

本
県
で
は
、外
国
人
観
光
客
の
誘
客
促
進

や
県
産
品
の
販
路
拡
大
を
目
的
に
、

2
0
0
9
年
度
か
ら「
飛
騨・美
濃
じ
ま
ん

海
外
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
展
開
し
、「
観

光・食・モ
ノ
」に
本
県
の
伝
統
文
化
な
ど
を

加
え
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り「
清
流
の
国

ぎ
ふ
」の
魅
力
を
世
界
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ジ
ア
か
ら
始
め
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
国
を
欧
米
へ
と
拡
大
し
て
き
て

お
り
、2
0
1
6
年
の
海
外
か
ら
の
宿
泊

者
数
は
、そ
の
5
年
前
と
比
べ
て
7
倍
超
の

1
0
1
万
人
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、ス
ペ
イ
ン
、イ
タ
リ
ア
、フ
ラ
ン
ス
、

ド
イ
ツ
、イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
旅
行
者
数
が
軒

並
み
全
国
上
位
に
入
る
な
ど
、近
隣
県
と

比
べ
て
欧
州
か
ら
の
旅
行
者
割
合
が
非
常

に
高
く
、世
界
各
地
か
ら
バ
ラ
ン
ス
良
く
誘

客
で
き
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

昨
年
は
、新
た
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
ス
ペ
イ
ン

を
含
む
欧
州
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
、こ

れ
ま
で
の「
観
光
・
食
・モ
ノ
」に
、歴
史
、自

然
、文
化
、世
界
遺
産
と
いっ
た
地
域
資
源

を
新
た
な
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
加

え
、そ
の
魅
力
を
様
々
な
角
度
か
ら
Ｐ
Ｒ
し

ま
し
た
。今
年
1
月
に
は
ス
ペ
イ
ン
の
旅
行

博「
F
I
T
U
R（
フ
ィ
ト
ゥ
ー
ル
）」に
も

出
展
し
、継
続
的
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い

ま
す
。

　

訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
に
向
け
て
は
、

案
内
表
示
の
多
言
語
化
や
W
i
―

F
i
環

境
の
整
備
、消
費
税
免
税
店
の
拡
大
と
いっ

た
受
入
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、本
県
の
自
然
、歴
史
、文
化
な
ど
、

「
清
流
の
国
ぎ
ふ
」の
魅
力
を
存
分
に
満
喫

い
た
だ
け
る
よ
う
、こ
こ
で
し
か
味
わ
え
な

い
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
積
極
的
に
提
案
し
、

滞
在
時
間
延
長
に
よ
る
観
光
消
費
拡
大

も
図
っ
て
い
き
ま
す
。

「
岐
阜
ブ
ラ
ン
ド
」の
確
立

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

海
外
へ
の
県
産
品
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
取

組
み
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

刃
物
や
美
濃
和
紙
、陶
磁
器
な
ど
、本

県
が
誇
る
地
場
産
品
に
つ
い
て
は
、

2
0
1
1
年
度
か
ら
、そ
の
魅
力
を
理
解

し
、継
続
的
な
販
売
に
賛
同
す
る
海
外
主

要
都
市
の
小
売
店
を「
グ
ロ
ー
バ
ル・ア
ン
テ

ナ・シ
ョッ
プ（
G
A
S
）」と
し
て
構
築
す
る

取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。現
在
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、フ
ラ
ン
ス
、ス
イ
ス
、ア
メ
リ
カ
、タ
イ

の
世
界
5
カ
国・9
店
舗
と
連
携
し
て
い
ま

す
が
、今
年
3
月
ま
で
に
は
こ
れ
を
10
店

舗
ま
で
拡
大
し
、意
欲
あ
る
県
内
企
業
の

海
外
展
開
を
一
層
後
押
し
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、2
0
1
5
年
度
か
ら
は
、世
界
で

活
躍
す
る
イ
ギ
リ
ス
と
ス
イ
ス
の
著
名
デ
ザ

イ
ナ
ー
と
県
内
企
業
と
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て

海
外
市
場
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
商
品
開
発

を
行
い
、世
界
最
大
規
模
の
2
つ
の
国
際
見

本
市
に
出
展
し
て
い
ま
す
。今
年
1
月
に

は
2
年
連
続
と
な
る「
メ
ゾ
ン・エ・
オ
ブ

ジ
ェ
」（
フ
ラ
ン
ス・パ
リ
）に
木
工
、刃
物
、陶

磁
器
、和
紙
製
品
を
、ま
た
、4
月
に
は
3

年
連
続
と
な
る「
ミ
ラ
ノ・サ
ロ
ー
ネ
」（
イ
タ

リ
ア・ミ
ラ
ノ
）に
美
濃
焼
を
中
心
に
出
展

し
、岐
阜
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
海
外
へ
の
販

路
拡
大・販
売
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

農
産
物
に
つ
い
て
は
、海
外
で
の
飛
騨
牛

の
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
に
向
け
、取
扱
い
レ
ス

ト
ラ
ン
や
販
売
店
の
拡
大
を
図
っ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
に
10
カ
国
・
34
店
舗
で「
飛
騨
牛

海
外
推
奨
店
」を
認
定
し
ま
し
た
。ま
た
、

フ
ラ
ン
ス・パ
リ
で
は
、昨
年
、県
産
農
産
物

の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
覚
書
を
レ
ス
ト
ラ
ン「
ダ・ロ
ー
ザ
」と

締
結
す
る
な
ど
、今
後
は
飛
騨
牛
以
外
に

も
、富
有
柿
な
ど
の
農
産
物
の
販
路
拡
大

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

「
岐
阜
ブ
ラ
ン
ド
」を

世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
好
機

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

2
年
後
の
2
0
2
0
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
見
据
え
た「
岐
阜
ブ
ラ
ン

ド
」P
R
の
取
組
み
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

東
京
五
輪
・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
は
、

「
岐
阜
ブ
ラ
ン
ド
」を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
絶
好
の
機
会
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

　

県
産
農
畜
水
産
物
の
提
供
に
向
け
て

は
、G
A
P（
農
業
生
産
工
程
管
理
）の
認

証
取
得
と
首
都
圏
で
の
食
材
の
P
R
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。本
県
で
は
、大
会

組
織
委
員
会
の
食
材
調
達
基
準
を
満
た

し
た
農
産
物
を
提
供
で
き
る
よ
う
、昨
年

11
月
に「
岐
阜
県
G
A
P
」確
認
制
度
を

創
設
し
て
お
り
、そ
の
取
得
を
促
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、「
飛
騨
牛
」や「
鮎
」な
ど
の
県
産

食
材
に
つ
い
て
は
、大
会
で
食
の
提
供
に
携

わ
る
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
業
者
や
レ
ス
ト
ラ
ン
等

に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
、本
県
産
地
へ
お
招

苗木城跡 ※撮影／nextG

岩村城跡

美濃金山城跡

関ケ原古戦場「決戦地」
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巻頭
企画

き
し
た
り
、首
都
圏
に
出
向
い
て
試
食
会

を
開
催
す
る
な
ど
、実
際
に
見
て
、食
べ
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、そ
の
魅
力
を
P
R
し
て

い
き
ま
す
。

　

県
産
木
材
に
つ
い
て
は
、大
会
期
間
中
に

各
国
の
選
手・役
員
が
集
う
選
手
村
ビ
レ
ッ

ジ
プ
ラ
ザ
へ
の
提
供
が
決
ま
り
ま
し
た
。本

県
の
良
質
な
木
材
と
優
れ
た
加
工
技
術
を

全
世
界
に
P
R
す
る
、ま
さ
に「
ひ
の
き
舞

台
に
立
つ
」思
い
で
す
。今
後
も
、新
国
立

競
技
場
等
の
内
装
材
や
家
具
等
の
ほ
か
、

ぎ
ふ
清
流
国
体
等
で
既
に
下
地
材（
競
技

用
マ
ッ
ト
の
土
台
）の
利
用
実
績
が
あ
る
レ

ス
リ
ン
グ
会
場
等
で
の
活
用
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

地
場
産
品
に
つ
い
て
は
、昨
年
10
月
に
大

会
組
織
委
員
会
を
訪
問
し
、賞
状
の
原
紙

に
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
「
本
美
濃

紙
」、メ
ダ
リ
ス
ト
の
副
賞
に
陶
磁
器（
美
濃

焼
）、ノ
ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ
ズ
と
し
て
折
り
紙
や

し
お
り
等
の
美
濃
和
紙
ブ
ラ
ン
ド
認
定
製

品
の
使
用
な
ど
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

ほ
か
に
も
、本
県
が
世
界
に
誇
る
遺
産

を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の
観
光
資
源
や
、

「
地
歌
舞
伎
」な
ど
の
文
化
芸
術
活
動
に

も
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
る
な
ど
、「
清
流
の

国
ぎ
ふ
」の
魅
力
を
大
い
に
発
信
し
て
い
き

ま
す
。

国
内
最
大
級
の

航
空・宇
宙
専
門
博
物
館
と

「
清
流
長
良
川
の
鮎
」の

魅
力
を
発
信
す
る

拠
点
施
設
が
オ
ー
プ
ン

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

3
月
に
は「
岐
阜
か
か
み
が
は
ら
航
空
宇

宙
博
物
館
」が
、6
月
に
は「
清
流
長
良
川

あ
ゆ
パ
ー
ク
」が
相
次
い
で
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。ど
の
よ
う
な
施
設
に
な
り
ま
す
か
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

3
月
24
日
、い
よ
い
よ「
岐
阜
か
か
み
が

は
ら
航
空
宇
宙
博
物
館（
愛
称
：
空
宙
博

（
そ
ら
は
く
））」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。将

来
の
航
空
宇
宙
産
業
を
担
う
人
材
の
育

成
を
通
じ
て
、モ
ノ
づ
く
り
産
業
全
体
の
振

興
と
地
域
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
博
物

館
で
す
。展
示
面
積
は
国
内
最
大
級
、国

内
唯
一の
航
空
と
宇
宙
に
関
す
る
専
門
博

物
館
と
な
り
ま
す
。

　

人
類
最
初
の
動
力
飛
行
機「
ラ
イ
ト
フ

ラ
イ
ヤ
ー
」か
ら
日
本
を
代
表
す
る
最
新
の

探
査
機「
は
や
ぶ
さ
2
」ま
で
、人
類
の
航

空
宇
宙
へ
の
挑
戦
と
技
術
を
俯
瞰
で
き
る

よ
う
に
す
る
な
ど
し
て
、子
ど
も
た
ち
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ピ
リ
ッ
ト
と
感
動
を
与
え
ら

れ
る
博
物
館
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、日
本
を
代
表
し
、世
界
に
も
通
用

す
る
も
の
と
な
る
よ
う
、米
国
の
ス
ミ
ソ
ニ
ア

ン
航
空
宇
宙
博
物
館
や
N
A
S
A（
ア
メ

リ
カ
航
空
宇
宙
局
）、E
S
A（
欧
州
宇
宙

機
関
）や
フ
ラ
ン
ス
の
ル・ブ
ル
ジ
ェ
航
空
宇
宙

博
物
館
と
の
連
携
も
進
め
て
い
ま
す
。大

戦
期
の
三
菱
重
工
業
製
エ
ン
ジ
ン
や
所
蔵
す

る
資
料・映
像
を
お
借
り
す
る
な
ど
、魅
力

あ
る
展
示
内
容
や
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
揃

え
、そ
の
機
能
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
生
か
し
、多
く
の
社
会
見
学

や
遠
足
、修
学
旅
行
を
受
け
入
れ
、子
ど
も

た
ち
の
航
空
宇
宙
産
業
へ
の
興
味
や
関
心

を
育
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、カ

フ
ェ
や
シ
ョッ
プ
で
は
、県
産
食
材
を
使
っ
た

メ
ニュ
ー
の
提
供
や
県
産
品
を
用
い
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
販
売
し
て
い
き
ま
す
。さ

ら
に
は
、他
の
産
業
観
光
施
設
や
周
辺
企

業
な
ど
を
巡
る
ツ
ア
ー
ル
ー
ト
も
紹
介
す

る
な
ど
、本
県
の
P
R
と
国
内
外
か
ら
の

誘
客
促
進
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

世
界
農
業
遺
産「
清
流
長
良
川
の
鮎
」

は
、認
定
か
ら
2
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

昨
年
5
月
に
現
地
を
視
察
さ
れ
た
国
連

食
糧
農
業
機
関（
F
A
O
）の
ダ・シ
ル
バ
事

務
局
長
か
ら
は
、本
県
が
進
め
る
国
際
貢

献
活
動
や
地
域
の
発
展
に
活
か
す
取
組
み

に
対
す
る
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
清
流
長
良
川
あ
ゆ
パ
ー
ク
」は
、「
清
流

の
国
ぎ
ふ
」の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
う
べ
き「
清

流
長
良
川
の
鮎
」の
魅
力
を
国
内
外
へ
と

発
信
し
て
い
く
た
め
の
拠
点
施
設
で
あ
り
、

鮎
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
資
源
や
流
域
の

伝
統
文
化・食
文
化
な
ど
を
伝
え
、感
じ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

鮎
の
友
釣
り
な
ど
漁
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
提
供
や
、臨
場
感
の
あ
る
映
像
展
示

な
ど
に
よ
る「
人
と
川
」、「
人
と
鮎
」と
の

関
わ
り
の
紹
介
、川
の
恵
み
を
存
分
に
味

わ
え
る
レ
ス
ト
ラ
ン
メ
ニュ
ー
も
提
供
し
て
い

き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
川
や
魚
な
ど
に
触
れ
合
う
機

会
の
提
供
を
通
じ
て
、子
ど
も
た
ち
を
は

じ
め
多
く
の
皆
様
に「
清
流
長
良
川
の
鮎
」

の
魅
力
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
清
流
の
国
ぎ
ふ
」

づ
く
り
の
取
組
み
を

さ
ら
に
深
化

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

最
後
に
2
0
1
8
年
の
県
政
運
営
の
抱
負

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た「
清
流
の

国
ぎ
ふ
」づ
く
り
の
取
組
み
を
着
実
に
進

め
る
と
と
も
に
、新
た
な
課
題
に
も
柔
軟

に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

各
産
業
で
の
深
刻
な
人
手
不
足
に
対
し

て
は
、新
た
に
建
設
業
や
建
築
業
、林
業
の

分
野
に
お
い
て
も
人
材
確
保・育
成
の
支
援

拠
点
を
立
ち
上
げ
る
ほ
か
、外
国
人
が
活

躍
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
な
ど
、あ
ら

ゆ
る
分
野
で
き
め
細
か
く
人
づ
く
り
施
策

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
を
核
と
し
て

産
学
官
で
構
成
す
る「
岐
阜
県
I
o
T
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム（
仮
称
）」の
立
ち
上
げ
や
、情
報

科
学
芸
術
大
学
院
大
学（
I
A
M
A
S
）

を
活
用
し
た
新
商
品
・サ
ー
ビ
ス
創
造
へ
の

支
援
の
ほ
か
、各
分
野
で
の
I
o
T
の
活
用

促
進
や
そ
の
た
め
の
人
材
育
成
な
ど
、第
4

次
産
業
革
命
の
推
進
に
よ
る
生
産
性
向
上

を
図
る
取
り
組
み
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

東
京
五
輪・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
に

ら
ん
だ
魅
力
づ
く
り
と
海
外
戦
略
に
も
力

を
注
い
で
い
き
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
は
も
と
よ
り
、県
産
品
等

「
岐
阜
ブ
ラ
ン
ド
」の
P
R
や
、世
界
に
誇
る

遺
産
や
関
ケ
原
古
戦
場
、「
ひ
が
し
み
の
」

を
舞
台
と
し
て
4
月
か
ら
始
ま
る
N
H
K

の
朝
ド
ラ「
半
分
、青
い
。」を
は
じ
め
と
し

た
、ア
ニ
メ・
映
画
・ド
ラ
マ
の
舞
台
な
ど
豊

富
な
地
域
資
源
を
活
か
し
た
国
内
外
か
ら

の
観
光
誘
客
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、本
県
と
深
い
関
わ
り
を
も
つ
ス
ペ

イ
ン
、モ
ロ
ッ
コ
や
フ
ラ
ン
ス
、リ
ト
ア
ニ
ア
を

は
じ
め
と
し
た
各
国
と
の
国
際
交
流
を
、

市
町
村
や
民
間
も
組
み
入
れ
た
多
層
的
な

地
域
間
交
流
へ
と
深
化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

県
民
が
安
全
に
安
心
し
て
、健
康
で
暮

ら
せ
る
よ
う
、引
き
続
き
、医
療
と
福
祉
の

連
携・充
実
を
は
じ
め
、子
ど
も
の
貧
困
対

策
、障
が
い
の
あ
る
方
の
自
立
・
社
会
参
画

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、運
動
習
慣
の
定

着
や
特
定
健
診
・が
ん
検
診
の
受
診
率
の

向
上
、食
生
活
の
改
善
策
の
推
進
な
ど
、県

民
の
自
主
的
な
健
康
づ
く
り
に
も
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、消
防
団
員
の
確
保
や
新
た
な「
県

防
災
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
」に
よ
る
危
機

管
理
体
制
の
強
化
を
図
る
ほ
か
、大
規
模

災
害
に
備
え
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
や
東
海
環

状
自
動
車
道
西
回
り
ル
ー
ト
な
ど
の
幹
線

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
も
着
実
に
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

清流長良川あゆパーク ※イメージ図

岐阜かかみがはら航空宇宙博物館 ※イメージ図

岐阜かかみがはら航空宇宙博物館 ※イメージ図

東海環状自動車道「養老JCT－養老IC間」開通

古田岐阜県知事
インタビュー
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岐阜県林政部
県産材流通課技術課長補佐

玉置雅野さん

NPO法人ぎふ
プロジェクトネットワーク
理事長 岸田哲哉

豊実精工株式会社 
代表取締役社長

今泉由紀雄さん

南ひだウッド協同組合
ドライウッド工場長

倉地伸作さん

ペレットストーブ
ユーザー代表

高橋忠明さん

Wood Pellet木質ペレット

森林の育成過程で生じる間伐材や、製材工場などから発生する樹皮、のこ屑、端材など、

再生可能な資源である木材を取り扱いやすい燃料に加工した木質ペレット。

木質ペレットは木が原料であるため、燃やして二酸化炭素を発生させても、

光合成により再び樹木に取り込まれ、

大気中の二酸化炭素総量の増減には影響を与えません。

また、間伐材や林地残材の有効利用が進めば日本の林業の活性化を促すこともできる、

環境にやさしいバイオマスエネルギーです。

今回は、コーディネーターに岐阜県林政部の玉置雅野さんをお招きし、

木質ペレットの普及・推進に取り組んでいる

豊実精工株式会社社長の今泉由紀雄さん、

南ひだウッド協同組合工場長の倉地伸作さん、

ペレットストーブユーザー代表として高橋忠明さんに参加していただき、

木質ペレットの現状と今後の可能性について語っていただきました。

木
質
ペ
レ
ッ
ト
の

現
状
と
未
来
へ
の
可
能
性

Wood Pellet

完全
循環型

CO2

CO2

CO2

吸収 製造

発生 使用

●
玉
置　

現
在
、私
は
岐
阜
県
林
政
部
に
い
ま

す
が
、元
々
は
白
川
町
役
場
に
勤
務
し
て
お

り
、２
年
前
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。白
川
町
は

林
業
の
ま
ち
で
あ
り
、木
材
の
有
効
活
用
を
考

え
て
2
0
0
4
年
に
ペ
レ
ッ
ト
製
造
機
を
導
入

し
、同
時
に
公
共
施
設
に
も
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

を
設
置
し
ま
し
た
。最
近
の
機
器
は
改
良
が
進

ん
で
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、当
時
設
置

し
た
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
熱
効
率
が
悪
か
っ
た

こ
と
や
、ペ
レ
ッ
ト
製
造
機
の
性
能
も
低
く
、作

ら
れ
た
ペ
レ
ッ
ト
の
品
質
も
よ
く
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、木
質
ペ
レ
ッ
ト
に
対
し
て
住
民
に
よ
い
印

象
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
苦

い
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

●
今
泉　

2
0
0
4
年
と
い
う
と
、
14
年
前

に
な
り
ま
す
ね
。日
本
に
お
け
る
木
質
ペ
レ
ッ
ト

の
製
造
は
いつ
ご
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
す

か
？

●
玉
置　

日
本
で
初
め
て
木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
製

造
が
行
わ
れ
た
の
は
第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョッ
ク
後

の
1
9
8
2
年
で
す
。現
在
も
さ
か
ん
に
製
造

を
続
け
て
い
る
岩
手
県
の
ペ
レ
ッ
ト
製
造
工
場

な
ど
が
作
ら
れ
、国
産
の
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
が

木
質
ペ
レ
ッ
ト
の

取
り
組
み
状
況

誕
生
し
ま
し
た
。1
9
8
5
年
に

は
ペ
レ
ッ
ト
製
造
工
場
数
も
26
ま

で
増
え
ま
し
た
が
、そ
の
後
は
、中

東
か
ら
の
原
油
供
給
が
安
定
し
、

原
油
価
格
が
下
落
す
る
と
、工
場

数
も
生
産
量
も
減
少
し
て
い
き
ま

し
た
。こ
れ
が
第
一
次
ペ
レ
ッ
ト
ブ
ー

ム
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

2
0
0
2
年
の
バ
イ
オ
マ
ス
ニッ
ポ

ン
閣
議
決
定
後
か
ら
工
場
の
建
設

が
再
び
始
ま
り
、工
場
数
が
増
加

し
ま
し
た
。2
0
0
1
年
に
稼
働

し
て
い
た
の
は
3
工
場
で
年
間
生

産
量
が
2,
3
0
0
ト
ン
に
過
ぎ

な
か
っ
た
の
が
、昨
年
10
月
時
点
で

1
4
2
工
場
、年
間
生
産
量
12
万

ト
ン
に
ま
で
増
え
ま
し
た
。こ
の
間

の
ペ
レ
ッ
ト
製
造
や
そ
の
利
用
の
伸

び
が
常
に
順
風
満
帆
だ
っ
た
と
は

言
え
な
い
の
で
す
が
、第
二
次
ペ
レ
ッ

ト
ブ
ー
ム
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

●
今
泉　

再
び
国
内
の
ペ
レ
ッ
ト
の

製
造
が
盛
ん
に
な
る
中
、岐
阜
県

に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
に
製
造
や

利
用
が
拡
大
し
た
の
で
す
か
？
ま

た
、ペ
レ
ッ
ト
の
普
及
に
お
い
て
最

近
、課
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。

●
玉
置　

岐
阜
県
に
お
い
て
は
、

2
0
0
8
〜
2
0
0
9
年
に
か

け
て
、今
日
出
席
い
た
だ
い
て
い
る

下
呂
市
の
南
ひ
だ
ウ
ッ
ド
協
同
組

合
、高
山
市
や
揖
斐
川
町
の
規
模

の
大
き
な
ペ
レ
ッ
ト
製
造
工
場
が

稼
働
を
始
め
ま
し
た
。ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
を
設
置
す
る
家
庭
や
事
業

所
が
増
え
た
の
は
も
ち
ろ
ん
、こ
の

情
報
誌「
Ｇｅｎ
ｋ
ｉ
！ 

ぎ
ふ
」の

創
刊
号（
2
0
1
5
年
5
月
発

行
）で
紹
介
し
た
よ
う
に
、規
模
の

大
き
い
福
祉
施
設
や
病
院
な
ど
の

冷
暖
房
や
温
水
供
給
を
行
う
ペ

レ
ッ
ト
焚
吸
収
冷
温
水
機
が
各
所

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格

買
取
制
度
が
2
0
1
2
年
7

月
に
ス
タ
ー
ト
し
て
以
降
、

ペ
レ
ッ
ト
の
原
材
料
と

な
る
製
材
端
材
や

林
地
残
材
の
需
要

が
一
挙
に
高
ま

り
、調
達
が
容
易

で
な
く
な
っ
た
り
、

価
格
が
高
騰
し
た

り
し
て
ペ
レ
ッ
ト
製
造

業
者
が
困
って
い
る
と
い
う

話
を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
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Wood Pellet木質ペレット

●
今
泉　

そ
れ
は
私
も
感
じ
て
い
ま
す
。当
社

が
運
営
し
て
い
る
住
宅
・
イ
ン
テ
リ
ア・カ
フェの
複

合
施
設
で
あ
る「
B
H
M
S
」で
は
、倉
地
さ
ん
の

と
こ
ろ
で
作
っ
て
い
た
だ
い
た
ペ
レ
ッ
ト
を
10
㎏

5
8
0
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
が
、消
費
者
か
ら

は「
高
い
」と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
す
。で
も
、現
在

は
材
料
に
な
る
木
材
価
格
が
非
常
に
高
騰
し
て

い
ま
す
。F
I
T
の
影
響
で
、発
電
に
回
さ
れ
る

木
材
が
増
え
て
し
ま
って
、木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
材
料

と
し
て
調
達
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。当
社
と

し
て
は
ス
ト
ー
ブ
を
販
売
し
て
い
る
以
上
、燃
料
に

な
る
ペ
レ
ッ
ト
を
供
給
す
る
の
は
お
客
様
に
対
す

る
当
然
の
使
命
と
考
え
て
、ペ
レ
ッ
ト
を
販
売
し
て

い
ま
す
が
、正
直
ペ
レ
ッ
ト
の
販
売
は
利
益
が
ほ
と

ん
ど
出
な
い
の
が
現
状
で
す
。

●
玉
置　

今
泉
さ
ん
か
ら
ペ
レ
ッ
ト
の
原
料
と

な
る
木
材
の
価
格
が
高
騰
し
て
い
て
、経
営
を

圧
迫
し
て
い
る
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

少
し
岐
阜
県
の
木
材
利
用
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。岐
阜
県
は
全
国
2
位

の
県
土
面
積
82
%
が
森
林
と
い
う「
木
の
国 

山

の
国
」で
す
。森
林
面
積
も
全
国
5
位
で
、森
林

の
蓄
積
も
全
国
第
5
位
で
、森
林
資
源
が
と
て

も
豊
か
で
す
。し
か
し
、そ
の
森
林
資
源
が
十

分
に
活
か
し
き
れ
て
い
な
い
と
い
う
現
状
が
あ

り
ま
す
。

　

現
在
、森
林
の
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。戦
後
植
樹
し
て
今
す
ぐ
に
利
用
で
き
る
木

材
が
た
く
さ
ん
あ
る
わ
け
で
す
が
、残
念
な
が

ら
材
価
の
問
題
や
搬
出
コ
ス
ト
が
か
か
る
な
ど

の
理
由
に
よ
り
利
用
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。こ
の

ま
ま
の
状
態
が
続
く
と
、1
0
0
年
後
は
、

1
0
0
年
生
以
上
の
森
林
が
９
割
に
な
って
し

ま
い
ま
す
。樹
齢
1
0
0
年
以
上
の
木
が
た
く

さ
ん
あ
る
の
だ
か
ら
、立
派
な
森
が
で
き
る
と

思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、木
も
森
も
育
ち
す

ぎ
て
し
ま
う
と
、二
酸
化
炭
素
の
吸
収
率
が
落

ち
て
、さ
ら
に
、樹
木
が
育
つ
量
よ
り
高
齢
に

な
っ
た
樹
木
が
朽
ち
て
い
く
量
の
ほ
う
が
多
く

な
る
と
、二
酸
化
炭
素
を
排
出
す
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。ま
た
、風
や
雪
に
よ
って
倒
木
が
発
生

す
る
な
ど
気
象
害
も
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。森
林
を
若
返
ら
さ
な
け
れ
ば
公
益
的
機
能

が
果
た
せ
な
く
な
っ
て
、持
続
的
利
用
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

●
今
泉　

森
も
育
ち
す
ぎ
て
し
ま
っ
て
は
、逆

に
二
酸
化
炭
素
を
排
出
す
る
よ
う
に
な
る
の
で

す
ね
。

●
玉
置　

は
い
。大
事
な
の
は
、適
切
な
伐
採
と

再
造
林
で
、森
の
年
齢
を
平
準
化
す
る
こ
と
で

す
。木
は
太
く
な
り
す
ぎ
る
と
柱
と
し
て
使
い

に
く
く
な
り
ま
す
。大
き
く
な
る
と
材
価
が
あ

が
る
か
と
い
う
と
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
で
は
、杉
は
太
く
な
り
す
ぎ
て
、柱
で
な

く
、梁
や
桁
用
と
し
て
の
利
用
が
増
え
て
い
ま

す
。森
林
の
成
長
に
追
いつ
く
ほ
ど
利
用
で
き
て

い
な
い
と
い
う
実
態
が
あ
る
の
で
す
。木
材
は
大

き
く
4
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。経
済
的
価
値
が

高
い
A
材
、主
に
合
板
用
に
加
工
さ

れ
る
B
材
、製
紙
用
チ
ッ
プ
な
ど
に

用
い
ら
れ
る
C
材
、燃
料
用
と
し
て

使
用
さ
れ
る
D
材
で
す
。F
I
T
に

よ
る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
が
注
目
を
集

め
る
中
で
、B
材
や
C
材
ま
で
が
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
用
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
話
も
あ
る
よ
う
で
す
。非
常
に

も
っ
た
い
な
い
使
わ
れ
方
が
さ
れ
て
い

る
の
が
課
題
と
い
え
ま
す
。木
材
を

発
電
に
利
用
す
る
と
木
の
持
つエ
ネ

ル
ギ
ー
の
2
〜
3
割
ほ
ど
し
か
活
か

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。そ
れ
に
対
し
て
ペ
レ
ッ

ト
の
よ
う
に
燃
や
し
て
熱
利
用
す
れ
ば
木
の
持

つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
9
割
を
活
か
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。熱
利
用
の
ほ
う
が
効
率
的
な
の
で
、そ
の

分
二
酸
化
炭
素
削
減
効
果
も
高
い
の
で
す
。

●
倉
地　

岐
阜
県
の
ペ
レ
ッ
ト
生
産
は
全
国
で

ど
の
ぐ
ら
い
に
位
置
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

●
玉
置　

2
0
1
5
年
の
調
査
で
全
国
5
位
で

す
。2
0
1
6
年
の
調
査
で
は
、全
国
に
1
4
8

の
製
造
工
場
が
あ
り
、県
内
に
は
7
工
場
が
あ

り
ま
す
。し
か
し
県
外
に
は
、冬
眠
状
態
の
工
場

が
多
い
の
が
実
情
で
す
。生
産
性
の
低
い
施
設
が

多
い
た
め
、国
産
ペ
レ
ッ
ト
の
価
格
が
高
く
て
、外

国
か
ら
ペ
レ
ッ
ト
を
輸
入
す
る
と
い
う
残
念
な
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
ん
な
中
で
、南
ひ
だ
ウ
ッ

ド
協
同
組
合
は
、全
国
で
5
つ
し
か
な
い
J
P
A

ペ
レ
ッ
ト
認
定
工
場
の
1
つ
で
す
。こ
れ
ま
で
の
ペ

レ
ッ
ト
製
造
の
歴
史
を
教
え
て
も
ら
え
ま
す

か
？

●
倉
地　

製
材
所
と
建
築
会
社
の
会
員
企
業

で
構
成
さ
れ
て
い
る
協
同
組
合
で
、1
9
9
5

年
に
建
築
材
の
乾
燥
を
目
的
と
し
て
組
合
が

発
足
し
ま
し
た
。ペ
レ
ッ
ト
の
製
造
に
関
し
て

は
、2
0
0
9
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

地
元
の
温
泉
施
設
の
ボ
イ
ラ
ー
と
ス
ト
ー
ブ
を

主
な
供
給
先
と
し
て
年
間
約
6
0
0
ト
ン
で

生
産
を
開
始
し
ま
し
た
。た
だ
、当
初
は
1
日

無
事
に
生
産
が
完
了
で
き
る
日
の
方
が
少
な

い
ぐ
ら
い
で
、ト
ラ
ブ
ル
が
多
か
っ
た
で
す
。3
年

が
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
、機
械
の
主
軸
が
破
損

し
て
、こ
れ
以
上
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
て
も
持

続
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
、リ
ン
グ
ダ
イ
の
中

古
機
械
を
購
入
し
ま
し
た
。3
年
前
か
ら
生

産
も
軌
道
に
乗
っ
て
き
て
、現
在
は
当
初
計
画

の
倍
で
あ
る
年
間
1,
2
0
0
ト
ン
の
生
産
に

な
って
い
ま
す
。

●
玉
置　

2
0
0
9
年
か
ら
ペ
レ
ッ
ト
生
産
を

開
始
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、き
っ
か
け
は
何

だ
っ
た
の
で
す
か
？

●
倉
地　

組
合
が
発
足
し
て
し
ば
ら
く
は
木

材
を
乾
燥
さ
せ
る
と
き
、化
石
燃
料
を
使
用
し

て
い
ま
し
た
。燃
料
が
高
騰
し
た
こ
と
も
あ
っ

て
、2
0
0
4
年
に
木
く
ず
焚
き
ボ
イ
ラ
ー
を

導
入
し
た
と
こ
ろ
、重
油
の
大
幅
な
削
減
に
成

功
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
れ
ま
で
も
、プ

レ
ナ
ー
く
ず
や
木
く
ず
を
ゴ
ミ
と
し
て
燃
や
し

て
い
て
、も
っ
た
い
な
い
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
い

ま
し
た
。木
質
燃
料
の
素
晴
ら
し
さ
を
活
か
す

方
法
は
な
い
か
と
考
え
て
、ペ
レ
ッ
ト
生
産
を
開

始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
今
泉　

倉
地
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
作
って
い
る
ペ

レ
ッ
ト
を
当
社
で
扱
っ
て
い
る
の
で
す
が
、大
変

品
質
が
よ
い
で
す
。材
料
な
ど
特
徴
は
あ
る
の

で
す
か
？

●
倉
地　

平
成
29
年
に
、日
本
木
質
ペ
レ
ッ
ト

協
会
の
品
質
認
定
を
受
け
、今
シ
ー
ズ
ン
か
ら

認
証
ペ
レ
ッ
ト
と
し
て
販
売
を
開
始
し
て
い
ま

す
。原
材
料
は
岐
阜
県
産
の
杉
と
桧

の
幹
だ
け
を
使
っ
た
1
0
0
%
岐
阜

県
産
材
の
ホ
ワ
イ
ト
ペ
レ
ッ
ト
で
す
。

樹
皮
を
含
ん
で
い
ま
せ
ん
の
で
、燃

焼
灰
も
少
な
く
熱
量
も
高
い
の
が

特
徴
で
す
。杉
と
桧
だ
け
を
利
用
し

て
い
ま
す
か
ら
、「
嫌
な
匂
い
が
一
切

あ
り
ま
せ
ん
。逆
に
天
然
素
材
な
ら

で
は
の
癒
し
が
感
じ
ら
れ
ま
す
」と

い
う
声
も
寄
せ
ら
れ
て
、好
評
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

●
玉
置　

材
料
は
ど
こ
か
ら
調
達
し
て
い
る
の

で
す
か
？

●
倉
地　

自
社
工
場
だ
け
で
は
足
ら
な
い
の
で

郡
上
市
の
製
材
工
場
な
ど
い
く
つ
か
の
事
業
所

と
契
約
し
て
い
ま
す
。基
本
的
に
は
プ
レ
ナ
ー

く
ず
や
お
が
粉
が
原
料
で
、含
水
率
も
非
常

に
低
い
で
す
。

●
玉
置　

そ
れ
は
理
想
的
で
す
ね
。い
く
ら
木

材
が
確
保
で
き
て
も
丸
太
の
ま
ま
で
は
破
砕

し
た
り
乾
燥
し
た
り
す
る
の
に
大
き
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。そ
の
た
め
に
化
石

燃
料
を
使
用
す
る
と
な
れ
ば
、木
材
の
有
効

利
用
と
は
言
い
に
く
い
で
す
。

●
倉
地　

放
射
能
汚
染
の
検
査
も
実
施
済
み

で
、岐
阜
県
の
木
は
安
全
性
も
高
い
で
す
。消

費
者
の
皆
さ
ん
に
も
安
心
し
て
使
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
る
製
品
で
あ
る
こ
と
も
特
長
の

1
つ
だ
と
思
い
ま
す
。た
だ
、課
題
も
あ
り
ま

す
。お
が
粉
や
プ
レ
ナ
ー
く
ず
を
扱
う
の
で
、や

は
り
粉
じ
ん
の
発
生
に
は
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

間
仕
切
り
を
設
置
す
る
な
ど
毎
年
改
良
を
続

け
て
、当
初
と
比
べ
る
と
改
善
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、今
後
さ
ら
に
環
境
面
の
整
備
に
も
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
で
す
。

●
今
泉　

B
H
M
S
で
ペ
レ
ッ
ト
を
販
売
し
て

い
ま
す
か
ら
県
外
の
ペ
レ
ッ
ト
生
産
事
業
所
か

ら
、「
う
ち
の
製
品
を
販
売
し
て
も
ら
え
な
い
で

す
か
」と
い
う
依
頼
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
で
調
べ

て
み
た
と
こ
ろ
、セ
シ
ウ
ム
が
多
す
ぎ
て
と
て
も

扱
え
な
い
製
品
だ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ

の
点
、倉
地
さ
ん
の
と
こ
ろ
の
製
品
は
認
証
を

受
け
て
い
る
か
ら
安
全
性
が
高
い
で
す
。不
純

物
が
混
合
し
て
い
る
ペ
レ
ッ
ト
を
使
用
す
る
と
、

ス
ト
ー
ブ
の
故
障
に
つ
な
が
る
危
険
性
も
あ
り

ま
す
か
ら
、認
証
を
取
得
さ
れ
た
こ
と
で
、今

後
の
需
要
も
伸
び
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

●
倉
地　

た
だ
、そ
れ
に
関
し
て
も
課
題
は
あ

り
ま
す
。ス
ペ
ー
ス
的
な
問
題
と
し
て
、ス
ト
ッ

ク
す
る
場
所
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。倉
庫
を
借

り
て
ま
で
増
産
し
よ
う
と
す
る
と
、ペ
レ
ッ
ト
の

価
格
が
上
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
の
点
は一つ

の
課
題
で
す
。

Wood Pellet

少
子
高
齢
化
が
進
む

岐
阜
県
の
森
林

安
全
性
が
高
い

岐
阜
県
産
材

1
0
0
%
ペ
レ
ッ
ト

木
質
燃
料
の

素
晴
ら
し
さ
を

活
か
し
た
い
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●
今
泉　

燃
料
に
対
す
る
補
助
制
度
は
な
い

の
で
す
か
？

●
玉
置　

燃
料
に
対
し
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、一
般
家
庭
の
ス
ト
ー
ブ
と
ボ
イ
ラ
ー
に
対
す

る
補
助
は
高
山
市
、中
津
川
市
、郡
上
市
、白
川

町
、揖
斐
川
町
、白
川
村
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
高
橋　

私
は
岐
阜
市
内
に
住
ん
で
い
て
、ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
愛
用
し
て
い
る
わ
け
で
す

が
、自
宅
が
あ
る
場
所
は
住
宅
密
集
地
で
す
。

設
置
す
る
際
、一
番
心
配
し
た
の
は
や
は
り
火

災
で
す
。街
中
に
暮
ら
し
て
炎
が
見
え
る
贅
沢

な
暮
ら
し
が
し
た
い
。た
だ
、絶
対
条
件
と
し
て

煙
を
出
さ
な
い
こ
と
。そ
れ
を
実
現
で
き
る
の

は
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
だ
け
で
し
た
。最
初
に
ほ
ん

の
少
し
煙
が
出
る
だ
け
で
、完
全
燃
焼
す
れ
ば

煙
は
一
切
出
ま
せ
ん
。燃
料
に
対
す
る
補
助
の

話
が
あ
り
ま
し
た
が
、ユ
ー
ザ
ー
の
立
場
か
ら

す
る
と
、や
っ
ぱ
り
燃
料
は
も
う
少
し
安
く
な

る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。街
中
で
炎
を
見
な
が

ら
暮
ら
す
と
い
う
贅
沢
な
暮
ら
し
で
す
か
ら
、

多
少
費
用
が
か
か
る
こ
と
は
仕
方
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。そ
れ
で
も
初
期
費
用
も
コ
ス
ト
が
か

か
っ
て
い
ま
す
か
ら
、ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
ぐ
ら
い

は
も
う
少
し
下
が
る
と
あ
り
が
た
い
と
い
う
の

が
正
直
な
実
感
で
す
。

●
今
泉　
ペ
レ
ッ
ト
全
体
に
対
す
る
補
助
制

度
に
関
し
て
は
、市
町
村
や
県
の
レ
ベ
ル
で
な

く
、国
の
単
位
で
取
り
組
ん
で
も
ら
わ
な
い
と

難
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。ヨ
ー
ロッ
パ
で
は
、国

が
思
い
切
っ
た
補
助
制
度
を
導
入
し
て
、普
及

が
進
み
ま
し
た
。倉
地
さ
ん
の
と
こ
ろ
も
年
間

1,
2
0
0
ト
ン
と
い
う
と
多
い
よ
う
に
感
じ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、採
算
面
で
は
相
当
厳
し

い
と
思
い
ま
す
。自
前
の
事
業
所
を
所
有
し
て

い
る
か
ら
何
と
か
や
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。当
社
も
お
か
げ
さ
ま
で
主
力
の
半
導
体
や

液
晶
、ロ
ボ
ッ
ト
関
係
の
事
業
が
忙
し
く
、今
後

国
内
向
け
の
製
品
を
開
発
し
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
開
発
を
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
が
、ス
ト
ー
ブ
単
体
で
は
赤
字
で
す
。

そ
れ
で
も
開
発
に
対
す
る
投
資
も
行
って
い
ま

す
。た
だ
、いつ
ま
で
も
赤
字
で
は
続
き
ま
せ
ん
。

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
低
下
し
て
い
き
ま
す
。国
も

木
質
ペ
レ
ッ
ト
に
関
し
て
本
気
で
取
り
組
む
姿

勢
を
ぜ
ひ
見
せ
て
ほ
し
い
と
思
って
い
ま
す
。そ

う
で
な
い
と
、市
場
は
な
か
な
か
伸
び
て
い
か
な

い
と
思
い
ま
す
。

●
高
橋　
一
般
消
費
者
に
対
す
る
P
R
が
不

足
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
は

着
火
と
消
火
が
早
く
て
、安
全
性
が
非
常
に
高

い
で
す
。こ
れ
は
消
費
者
と
し
て
は
あ
り
が
た
い

こ
と
で
す
。24
帖
の
リ
ビ
ン
グ
の
片
隅
に
設
置
し

て
い
る
の
で
す
が
、部
屋
全
体
が
ほ
わ
っ
と
し
た

暖
か
さ
で
包
ま
れ
ま
す
。石
油
ス
ト
ー
ブ
の
臭

さ
も
な
い
し
、エ
ア
コ
ン
よ
り
も
は
る
か
に
い
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。県
内
で
も
ス
ト
ー
ブ
の
導
入
に

対
す
る
補
助
は
中
山
間
地
の
5
市
町
村
と
の

こ
と
で
し
た
が
、む
し
ろ
市
街
地
に
暮
ら
す
人

の
方
が
、需
要
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

●
今
泉　

当
社
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
る
の

も
、ま
さ
に
そ
こ
で
す
。ス
ト
ー
ブ
は
設
置
す
る

と
１
年
中
同
じ
場
所
に
あ
り
ま
す
。薪
ス
ト
ー

ブ
に
近
い
雰
囲
気
が
狙
い
で
し
た
の
で
、板
金
で

は
や
は
り
寂
し
い
。外
観
デ
ザ
イ
ン
で
部
屋
の
雰

囲
気
も
大
き
く
変
わ
り
ま
す
か
ら
鋳
物
に
し

ま
し
た
。ス
ト
ー
ブ
も
イ
ン
テ
リ
ア
の
一
部
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。海
外
の
先
進
国
で
は
、燃
料
に

対
す
る
補
助
制
度
も
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
、そ
の

点
は
今
後
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

●
玉
置　

燃
料
費
に
対
す
る
公
的
補
助
は
、

北
海
道
の
市
町
村
で
行
っ
て
い
る
例
は
い
く
ら

か
あ
る
よ
う
で
す
が
、県
内
で
は
行
って
お
り
ま

せ
ん
。灯
油
価
格
が
高
騰
し
て
い
れ
ば
燃
料
費

の
面
で
も
ペ
レ
ッ
ト
に
優
位
性
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
き
ま
し
た
が
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固

定
価
格
買
取
制
度
の
影
響
で
ペ
レ
ッ
ト
の
原
料

価
格
が
高
騰
し
、販
売
価
格
も
上
昇
し
続
け

る
と
、燃
料
費
の
問
題
は
切
実
な
も
の
に
な
り

ま
す
ね
。

●
高
橋　

県
全
体
、あ
る
い
は
国
レ
ベル
で
一
律

の
補
助
が
あ
る
と
、ス
ト
ー
ブ
を
購
入
す
る
際

も
一
歩
踏
み
切
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。ぜ
ひ
消
費
者
の
背
中
を
押
す
施
策
を
考
え

て
も
ら
い
た
い
で
す
。自
動
車
や
住
宅
に
エコ
減

税
が
あ
り
ま
す
。ス
ト
ー
ブ
も
設
置
し
た
ら
永

久
的
に
使
用
す
る
も
の
で
す
。減
税
が
あ
っ
て

も
いい
よ
う
に
思
い
ま
す
。

●
今
泉　
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
は
国
内
で
年
間

約
2,
5
0
0
台
の
販
売
で
す
。薪
ス
ト
ー
ブ
は

そ
の
4
倍
の
市
場
規
模
で
す
。ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
の
魅
力
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
大

き
な
課
題
で
す
ね
。

●
高
橋　

木
質
ペ
レ
ッ
ト
が
増
え
る
こ
と
は
森

林
資
源
を
守
る
こ
と
に
確
実
に
つ
な
が
り
ま
す
。

木
を
燃
や
す
の
は
罪
だ
と
い
う
考
え
が
あ
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。そ
の
発
想
か
ら
、ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
は
ぜ
い
た
く
品
で
環
境
を
壊
し
て
い
る

と
、間
違
っ
た
理
解
を
し
て
い
る
人
も
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。

●
玉
置　

確
か
に
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
に
関
し

て
は
、ま
だ
ま
だ
知
名
度
が
低
い
で
す
。「
こ
れ

は
何
で
す
か
？
」と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。県
の

補
助
制
度
に
関
し
て
い
え
ば
、以
前
は
公
共
施

設
に
設
置
す
る
場
合
に
限
っ
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
多
く
の
県
民
が
利
用
す
る
商
業
施
設

な
ど
、例
え
ば
住
宅
展
示
場
に
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
を
設
置
し
た
と
き
も
補
助
制
度
を
活

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
っ

て
、こ
れ
か
ら
住
宅
を
建
て
よ
う
と
い
う
方
に

も
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ペ
レ
ッ
ト
の
P
R
を
さ
ら
に
進
め
る
意
味
で
、

有
効
に
補
助
金
が
使
わ
れ
て
い
る
例
と
い
え

ま
す
。

●
岸
田　

当
N
P
O
法
人
で
、県
内
の
6
市
を

対
象
に
ペ
レ
ッ
ト
調
査
を
実
施
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
は
、「
詳
し

く
は
知
ら
な
い
」と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

た
だ
、知
ら
な
い
と
答
え
た
自
治
体
か
ら
も
、

「
木
質
ペ
レ
ッ
ト
に
接
す
る
機
会
が
な
い
の
で
知

識
が
な
い
が
、仕
組
み
を
理
解
し
た
い
」と
い
う

前
向
き
な
回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。こ
れ
も

い
い
機
会
で
す
か
ら
、勉
強
会
な
ど
を
開
催
し

て
、木
質
ペ
レ
ッ
ト
認
知
の
き
っ
か
け
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
玉
置　
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
声
の
一
つ
と

し
て
、「
毎
日
掃
除
を
す
る
の
が
面
倒
だ
」い
う

声
も
あ
り
ま
す
。

●
高
橋　

そ
ん
な
声
も
あ
る
ん
で
す
ね
。確
か

に
手
間
と
言
え
ば
手
間
で
す
が
、灰
は
ほ
ん
の

少
し
出
る
だ
け
で
す
。う
ち
で
は
庭
の
畑
や
プ

ラ
ン
タ
ー
に
撒
い
て
終
わ
り
で
す
。ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
は
地
震
で
も
安
全
で
す
。豊
実
さ
ん
の
ス

ト
ー
ブ
は
揺
れ
が
起
き
た
ら
自
動
的
に
止
ま
り

ま
す
。昔
の
薪
ス
ト
ー
ブ
の
イ
メ
ー
ジ
で
地
震
が

起
き
た
ら
危
な
い
、延
焼
す
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。そ
う
い
う

間
違
っ
た
認
識
を
持
って
い
る
方
が
、ま
だ
ま
だ

多
い
と
思
い
ま
す
。

●
玉
置　

冒
頭
で
岐
阜
県
は
森
林
県
だ
と
い

う
話
を
し
ま
し
た
。現
在
、岐
阜
県
の
年
間
森

林
伐
採
量
は
約
1
0
0
万
㎥
で
す
。た
だ
、利

用
さ
れ
て
い
る
の
は
約
39
万
㎥
で
残
り
は
山
の

市
街
地
で
も
炎
を

見
な
が
ら
暮
ら
し
た
い

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を

選
ん
だ
理
由
は
安
全
性

ペ
レ
ッ
ト
の
魅
力
を

知
っ
て
ほ
し
い

木
を
愛
す
る

次
世
代
を
育
て
る

中
で
眠
って
い
ま
す
。未
利
用
材
の
活
用
を
な
ん

と
か
高
め
た
い
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。木
材

需
給
の
ミ
ス
マッ
チ
が
起
き
て
い
ま
す
。必
要
と

さ
れ
る
場
所
に
必
要
と
さ
れ
る
木
材
が
供
給

さ
れ
ず
、バ
ラ
ン
ス
の
いい
利
用
形
態
が
崩
れ
て
い

ま
す
。全
国
に
ペ
レ
ッ
ト
製
造
工
場
は
1
4
8
カ

所
あ
り
ま
す
が
、総
じ
て
稼
働
率
が
低
く
、全

国
平
均
で
稼
働
率
は
20
%
以
下
で
す
。ペ
レ
ッ
ト

を
も
っ
と
使
い
や
す
く
す
る
し
く
み
が
必
要
で

す
。環
境
価
値
を
訴
え
る
だ
け
で
は
木
質
ペ
レ
ッ

ト
の
普
及
は
な
か
な
か
進
み
ま
せ
ん
。木
を
使

う
フ
ァ
ン
を
増
や
し
、木
を
愛
す
る
次
世
代
を

育
て
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。木
質
バ

イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
取
り
組

み
、身
近
な
山
や
森
を
守
って
い
こ
う
と
考
え
る

民
間
事
業
者
さ
ん
の
思
い
や
ユ
ー
ザ
ー
さ
ん
の

思
い
を
受
け
止
め
、今
後
の
施
策
に
活
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。本
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

●お問い合わせ

豊実精工株式会社
〒501-3303  岐阜県加茂郡富加町羽生2146-2
TEL：0574-55-0180　FAX：0574-55-0185
http://www.hojitsu.co.jp/

ペレットストーブ事業部
TEL：0574-55-0186　FAX：0574-54-1463
http://pellestar.jp/

南ひだウッド協同組合
〒509-2506  岐阜県下呂市萩原町羽根503-6
TEL：0576-52-4720　FAX：0576-52-4721
http://www.nukumori-pellet.com/
E-mail：mhw-dry@ivy.ocn.ne.jp
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堤　
4
年
ほ
ど
前
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。愛

知
工
業
大
学
で
客
員
教
授
を
務
め
て
い
た

時
、地
域
振
興
に
つ
い
て
講
座
を
行
い
ま
し

た
。そ
の
時
、様
々
な
大
学
の
先
生
と
知
り

合
い
、頑
張
っ
て
地
域
を
元
気
に
し
よ
う
と

努
力
さ
れ
て
い
る
先
生
が
た
く
さ
ん
い
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。先
生
方
の
話
を
聞
い
て

い
る
う
ち
に
、「
こ
れ
は
1
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
す

れ
ば
、何
か
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」と
思
い

映
像
に
よ
る
東
海
地
区
の
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト「
東
海
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」で
、か
な
り
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。き
っ
か
け
は
ど
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
の
で
す
か
？

同
時
期
に
は
、愛
知
県
内
を
中
心
に
市
民

ム
ー
ビ
ー
も
作
ら
れ
た
よ
う
で
す
ね
。

サ
ト
ウ
タ
リ
レ
ー
と
い
う
事
業
も

あ
り
ま
す
ね
。

東
海
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
映
像
も
、そ
の
一
環
で
す
ね
。

堤　
は
い
。こ
れ
は
高
浜
市
か
ら
依
頼
を
受

け
た
も
の
で
す
が
、市
民
ム
ー
ビ
ー「
タ
カ
ハマ

物
語
」を
制
作
し
ま
し
た
。若
干
は
プ
ロ
の

手
も
借
り
ま
し
た
が
、撮
影
に
関
し
て
も
基

本
的
に
は
高
浜
市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て

作
っ
た
も
の
で
す
。や
る
気
の
あ
る
中
学
生
か

ら
高
齢
者
ま
で
、ち
ょっ
と
し
た
劇
団
の
よ
う

な
形
に
し
て
、半
年
以
上
か
け
て
撮
影
し
ま

し
た
。で
き
あ
が
って
み
る
と
、や
ら
さ
れ
て
い

る
感
が
ま
っ
た
く
な
く
て
、素
晴
ら
し
い
作
品

に
な
り
ま
し
た
。高
浜
市
で
は
、そ
の
ム
ー
ブ

メ
ン
ト
が
今
も
脈
々
と
続
い
て
い
て
、2
作
目

を
作
り
、映
像
塾
の
よ
う
な
形
で
子
ど
も
た

ち
の
教
育
の一
環
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
聞
い
て
、つ
く
づ
く
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。映
像
に
よ
る
市
民
自
主
映
画
も

東
海
ア
ク
シ
ョン
プ
ロ
ジ
ェク
ト
の
1
つ
の
柱
に

な
って
い
ま
す
。

堤　
は
い
。ネ
ッ
ト
上
で
曲
だ
け
提
供
す
る

の
で
、歌
詞
や
映
像
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
で

作
って
い
た
だ
く「
サ
ト
ウ
タ
リ
レ
ー
」と
い
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
が
、こ
ち
ら
も
す
で
に
10

以
上
の
都
市
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

「
金
田
一
少
年
の
事
件
簿
」

「
T
R
I
C
K
」な
ど
の

ヒ
ッ
ト
作
品
を
送
り
出
し
て
き
た

演
出
家・映
画
監
督
の
堤 

幸
彦
さ
ん
。

三
重
県
四
日
市
市
に
生
ま
れ
、

名
古
屋
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

こ
こ
数
年
は
、映
像
の
チ
カ
ラ
で

地
域
を
盛
り
上
げ
る
活
動
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

堤
さ
ん
の
地
域
に
か
け
る
思
い
を

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

演出家・映画監督

像
に
よ
る

東
海
地
区
の

活
性
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

映

域
と
ど
う

向
き
合
う
か

地堤　
は
い
。夕
方
放
映
し
て
い
る「
み
ん
な
の

ニュ
ー
ス
O
n
e
」と
い
う
番
組
内
で
3
ヶ
月

に
１
度
ぐ
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
ド
キ
ュメ
ン
ト
映

像
を
発
信
し
て
い
ま
す
。2
0
1
4
年
に
日

本
創
生
会
議
が
消
滅
可
能
性
都
市
を
発
表

し
ま
し
た
。全
国
で
9
0
0
近
い
市
町
村
が

放
って
お
く
と
、人
口
減
少
ど
こ
ろ
か
、ま
ち
、

む
ら
が
消
え
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。愛

知
県
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
で
す
が
、岐
阜

県
は
結
構
、数
が
多
い
で
す
。寂
し
く
な
って

い
く
日
本
の
指
標
の
1
つ
な
の
で
し
ょ
う
が
、

消
滅
可
能
性
都
市
と
言
わ
れ
た
地
域
に
住

む
人
は
ど
う
思
う
の
か
。も
う
少
し
希
望
の

あ
る
も
の
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
と
考
え
て
、そ
う
し
た
地
域
に
住
む
15

歳
の
子
ど
も
た
ち
に
取
材
を
続
け
て
い
ま

す
。

　

三
重
県
鳥
羽
市
神
島
と
い
う
漁
村
に
住

む
漁
師
の
息
子
さ
ん
は
、料
理
人
に
な
り
た

い
と
い
う
希
望
を
も
っ
て
伊
勢
市
の
高
校
に

行
き
ま
し
た
。愛
知
県
豊
根
村
の
子
は
、豊

橋
市
の
有
名
高
校
に
合
格
し
、将
来
は
国
立

大
学
に
行
っ
て
、戻
っ
て
き
て
、ま
ち・む
ら
を

ま
し
た
。在
名
の
テ
レ
ビ
局
や
広
告
代
理
店
、

大
学
の
先
生
、そ
し
て
私
た
ち
が
メ
ン
バ
ー
に

な
り
、東
海
ア
ク
シ
ョン
プ
ロ
ジ
ェク
ト
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

再
生
す
る
仕
事
に
つ
き
た
い
と
い
う
明
確
な

希
望
を
持
っ
て
い
ま
す
。岐
阜
県
中
津
川
市

で
自
然
を
愛
し
て
い
る
子
に
も
取
材
を
し
ま

し
た
。た
だ
、1
度
き
り
の
取
材
だ
け
で
は
、

人
口
減
少
に
対
す
る
私
な
り
の
ア
ク
シ
ョ
ン

に
な
り
ま
せ
ん
。伊
勢
市
の
高
校
へ
行
っ
た
後

は
ど
う
な
っ
た
の
か
、大
学
卒
業
後
は
ど
う

し
て
い
る
の
か
、中
津
川
市
に
は
リ
ニ
ア
が
来

た
け
れ
ど
、ど
う
変
わ
っ
た
の
か
な
ど
10
年

間
追
い
続
け
て
、地
域
と
ど
う
向
き
合
う
か

と
い
う
視
点
で
描
く
こ
と
が
で
き
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
。

映
像
の
チ
カ
ラ
で

地
域
を
応
援
す
る
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近
年
は
、東
海
地
方
を
中
心
に
地
域
で
の

活
動
が
活
発
な
わ
け
で
す
が
、以
前
か
ら

地
域
に
目
を
向
け
る
意
識
は
強
か
っ
た
の

で
す
か
？

分
の

培
養
液
だ
っ
た

ま
ち
に

恩
返
し
が
し
た
い

自
域
を
元
気
に
す
る
た
め
に

ア
ク
シ
ョ
ン
し
続
け
る

地
堤　
は
い
。先
ほ
ど
消
滅
可
能
性
都
市
と
い

う
話
を
し
ま
し
た
が
、大
学
こ
そ
消
滅
の
危

機
に
あ
り
ま
す
。今
後
、子
ど
も
が
大
胆
に

減
っ
て
い
き
ま
す
。各
大
学
は
い
ろ
い
ろ
な
ア

イ
デ
ア
を
出
し
て
学
生
を
つ
な
ぎ
留
め
る
の

に
必
死
で
す
。世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、東

京
大
学
で
す
ら
順
位
が
決
し
て
高
く
な
い
と

い
う
現
実
に
お
い
て
、東
海
地
方
に
点
在
す

る
私
立
大
学
の
危
機
感
は
大
変
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　

大
学
に
元
気
が
あ
って
楽
し
く
な
い
と
学

生
は
来
な
い
。そ
の
原
則
を
忘
れ
て
は
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。私
が
大
学
に
行
っ
た

の
は
1
9
7
4
年
で
す
。大
学
闘
争
で
荒

れ
た
70
年
代
初
頭
が
終
わ
り
、モ
ラ
ト
リ
ア

ム
し
て
い
る
４
年
間
は
楽
し
そ
う
だ
と
い
う

幻
想
が
あ
り
ま
し
た
。入
試
倍
率
の
高
い
大

学
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、そ
れ
を
ク
リ
ア
す

る
と
、毎
日
の
よ
う
に
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
て
、

サ
ー
ク
ル
も
楽
し
く
て
、活
性
化
し
て
い
ま

し
た
。そ
れ
を
現
代
に
蘇
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　

大
学
と
い
う
枠
の
中
で
は
実
現
が
難
し
い

で
す
が
、ゼ
ミ
と
い
う
形
式
な
ら
い
い
だ
ろ
う

と
考
え
ま
し
た
。女
子
大
生
に
集
ま
っ
て
も

ら
っ
て
、い
ろ
い
ろ
な
モ
ノ
や
コ
ト
に
ふ
れ
さ
せ

て
、そ
れ
を
ネ
ッ
ト
や
イ
ベン
ト
と
し
て
発
信

し
、「
学
生
は
面
白
そ
う
だ
。大
学
も
楽
し

そ
う
な
と
こ
ろ
だ
」と
い
う
印
象
を
伝
え
ら

れ
れ
ば
い
い
と
思
って
い
ま
す
。

　

名
古
屋
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た

か
を
ま
じ
め
に
追
求
す
る
企
画
は
お
も
し

ろ
か
っ
た
で
す
。私
の
撮
影
現
場
に
来
て
も

ら
っ
て
、エ
キ
ス
ト
ラ
体
験
も
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。普
段
で
は
な
か
な
か
体
験
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ
よ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
も
連
れ
て
い
き

た
い
で
す
。伊
勢
神
宮
も
い
い
で
す
ね
。今

堤　
大
学
を
中
退
し
て
、放
送
専
門
学
校
に

入
り
、東
京
の
放
送
業
界
の
中
で
生
き
残
る

だ
け
で
必
死
で
し
た
。地
域
に
目
を
向
け
る

こ
と
は
、頭
の
中
に
は
あ
り
ま
し
た
が
、正
直

そ
ん
な
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。出
身

地
で
す
か
ら
地
元
か
ら
依
頼
さ
れ
て
制
作

を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、地
元
に
根
差

す
と
い
う
意
識
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
の
は
東
日

本
大
震
災
前
後
で
す
。ち
ょ
う
ど
、名
古
屋

で「
M
Y 

H
O
U
S
E
」と
い
う
ホ
ー
ム
レ
ス

の
映
画
を
作
って
い
ま
し
た
。ま
ち
の
富
の
よ

う
な
も
の
を
上
手
に
利
用
さ
れ
る
、頭
の
い
い

ホ
ー
ム
レ
ス
の
方
が
東
京
に
い
て
、そ
の
方
と

河
原
の
ハ
ウ
ス
の
中
で
話
し
て
、生
き
る
コ
ツ

を
伝
授
し
て
も
ら
って
名
古
屋
で
映
画
化
し

ま
し
た
。そ
し
て
震
災
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。非
常
に
む
な
し
い
で
す
。積
み
上
げ
て
き

た
も
の
が一瞬
に
し
て
崩
壊
し
、家
族
や
仲
間

を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。四
日
市
市
で
生
ま

れ
、育
っ
た
の
は
名
古
屋
で
す
。こ
の
地
域
に

は
知
り
合
い
も
無
数
に
い
ま
す
。自
分
の
培

養
液
だ
っ
た
ま
ち
に
対
し
て
、き
ち
ん
と
恩

返
し
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と

思
っ
た
の
が
50
歳
の
初
め
頃
で
し
た
。そ
れ
以

来
、自
分
で
で
き
る
こ
と
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
始
め

て
い
ま
す
。

先
ほ
ど
、市
民
映
画
と
い
う
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。岐
阜
県
内
で
市
民
映
画
の
制
作

は
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

堤　
残
念
な
が
ら
岐
阜
県
内
で
は
実
現
し

て
い
な
い
で
す
が
、今
後
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
い

き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。岐
阜
は
非
常
に
好

き
な
場
所
で
あ
り
、気
に
な
る
場
所
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、岐
阜
市
の
繊
維
問
屋
街
。

1
9
7
0
年
代
に
は
イ
ヴ・サ
ン
ロ
ー
ラ
ン
も

訪
れ
て
、産
業
的
に
爆
発
的
に
拡
大
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、今
は
非
常
に
寂
し
く
産
業

遺
産
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。あ
れ
だ
け
一

世
を
風
靡
し
た
繊
維
産
業
は
ど
う
な
って
い

く
の
か
。ま
た
、か
つ
て
デ
パ
ー
ト
が
4
つ
あ
り

ま
し
た
。近
鉄
が
撤
退
し
、パル
コ
も
な
く
な

り
ま
し
た
。名
古
屋
と
い
う
大
都
市
圏
に
近

い
と
い
う
理
由
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、濃
尾

平
野
の
北
端
に
あ
っ
て
、県
庁
所
在
地
で
あ

り
長
良
川
も
含
め
て
観
光
資
源
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。も
う
少
し
盛
り
上
が
っ
て
も

い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
一
抹
の
寂
し
さ
が

気
に
な
って
い
ま
す
。

　

も
う
1
つ
は
、白
川
町
で
す
。岐
阜
県
に

は
白
川
と
い
う
名
が
つ
く
ま
ち
が
2
つ
あ
り

ま
す
。も
う
1
つ
の
白
川
村
は
世
界
遺
産
に

な
り
、昇
竜
道
プ
ロ
ジ
ェク
ト
で
も
名
前
が
出

て
き
ま
す
。一
方
で
白
川
町
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。人
口
が
減
少
し
て

い
く
こ
と
は
、単
純
に
田
舎
と
い
う
だ
け
で
は

分
析
し
き
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。住
ん
で
い
て

不
便
で
あ
る
、将
来
に
対
す
る
希
望
の
な
さ
、

も
っ
と
いって
し
ま
え
ば
、そ
こ
に
住
ん
で
い
る

子
ど
も
た
ち
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
な
く

な
っ
て
い
る
状
態
な
の
で
あ
れ
ば
、何
か
で
き

る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
探

し
た
い
と
思
って
い
ま
す
。自
分
な
り
の
興
味

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、何
か
映
像
を
作
る
こ

と
が
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

阜
県
の

気
に
な
る
場
所

岐

東
海
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
別

に
、「
堤
東
海
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」と
い
う
活
動

も
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

映 像 の チ カ ラ で
地 域 を 応 援 す る

は
少
し
違
っ
て
い
ま
す
が
、伊
勢
神
宮
は
施

設
内
で
す
べ
て
が
完
結
し
て
い
る
究
極
の
エ

コ
サ
イ
ク
ル
で
し
た
。バッ
ク
ヤ
ー
ド
の
巨
大

な
森
か
ら
木
を
切
っ
て
、神
社
の
材
料
に
し

ま
す
。水
も
自
然
に
沸
い
て
き
ま
す
。最

大
の
要
因
は
塩
田
が
あ
っ
た
と
い
う
の
で

す
。単
に
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
見
る
の

で
は
な
く
、物
理
的
な
エ
コ
サ
イ
ク
ル
を
見

に
行
く
の
は
ど
う
か
。ア
イ
デ
ア
は
無
限
に

出
て
き
ま
す
。大
学
生
の
そ
う
し
た
体
験

が
世
間
に
発
信
さ
れ
て
、大
学
生
は
楽
し

そ
う
だ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
づ
け
を
す
る
こ

と
が
、過
当
競
争
に
さ
ら
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
私
立
大
学
の
援
護
射
撃
に
な
ら
な
い
か

と
い
う
思
い
で
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。こ

れ
か
ら
も
、未
来
に
向
か
っ
て
希
望
が
持
て

る
地
域
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、様
々
な

活
動
を
展
開
し
て
応
援
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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―
　

G
o
o
g
l
e
マ
ッ
プ
の
音
声
担
当

と
い
う
こ
と
で
、ネ
ッ
ト
上
で
大
き
な
話
題

を
集
め
た
よ
う
で
す
ね
。

　
野
口　

は
い
。5
年
ほ
ど
前
、自
宅
で
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
収
録
し
て
海
外
の
制
作
会
社

に
納
品
す
る
仕
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
請
け

負
っ
た
も
の
で
す
。た
だ
、最
終
的
に
ど
こ
で

使
用
さ
れ
て
い
る
か
は
知
ら
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
3
年
ほ
ど
前
で
し
ょ
う
か
。

G
o
o
g
l
e
マ
ッ
プ
を
初
め
て
使
っ
て
、

「
な
ん
か
聞
き
覚
え
が
あ
る
声
！？
」と
思
っ

た
ら
、そ
れ
が
実
は
私
の
声
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
の
G
o
o
g
l
e
マ
ッ
プ
の
音
声
が
一
昨

年
夏
、機
械
的
な
合
成
音
声
に
変
わ
り
ま

し
た
。そ
れ
が
あ
ま
り
好
評
で
は
な
か
っ
た

よ
う
で
、ツ
イ
ッ
タ
ー
で「
前
の
声
の
方
が
い

い
」と
い
う
ツ
イ
ー
ト
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
、

元
の
私
の
声
に
戻
っ
た
と
い
う
話
題
が
メ

デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

キラリアクティブ watching キラリ
アクティブ
watching

―
　

そ
う
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。ほ
か
に
も

G
7
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
、カ
ン
ヌ
国
際
映

画
祭
、企
業
イ
ベ
ン
ト
、国
際
結
婚
披
露
宴

で
司
会
を
務
め
る
な
ど
幅
広
い
分
野
で
ご

活
躍
で
す
。昨
年
は
、ミ
セ
ス
グ
ロ
ー
ブ
世

界
大
会
に
も
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

　
野
口　

は
い
。ミ
セ
ス
グ
ロ
ー
ブ
の
国
内
予

選
大
会
で
あ
る
ミ
セ
ス
ク
イ
ー
ン
コ
ン
テ
ス
ト

に
出
場
し
て
み
た
ら
ど
う
か
と
、先
輩
に
勧

め
ら
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。普
段
、司

会
と
し
て
ス
テ
ー
ジ
に
立
って
仕
事
を
し
て
い

ま
す
が
、自
分
が
主
役
に
な
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。ど
の
よ
う
に
人
に
見
ら
れ
て
い
る

か
、言
葉
以
外
で
ど
ん
な
印
象
を
持
っ
て
も

ら
え
る
の
か
、い
い
勉
強
の
機
会
に
な
る
と

思
って
出
場
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

―
　

そ
し
て
結
果
は
見
事
優
勝
に
輝
き
、

ミ
セ
ス
グ
ロ
ー
ブ
日
本
代
表
に
な
っ
た
と
い

う
わ
け
で
す
ね
。

　
野
口　

は
い
。国
内
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、

浴
衣
を
着
て
踊
っ
た
後
、1
分
間
の
P
R
タ

イ
ム
、そ
の
後
イ
ブ
ニ
ン
グ
ド
レ
ス
を
着
て

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
い
う
審
査
内
容
で
し
た
。

P
R
タ
イ
ム
で
は
、皆
さ
ん
は
ス
ピ
ー
チ
を
し

た
り
、ダ
ン
ス
を
し
た
り
、特
技
を
披
露
し

ま
し
た
が
、こ
う
い
う

場
で
は
笑
い
が
あ
ま
り

な
い
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
、ブ
ル
ゾ
ン
ち

え
み
さ
ん
の
真
似
を

し
た
と
こ
ろ
、結
構

笑
っ
て
も
ら
え
ま

し
た
。主
役
と
し

て
、自
分
の
発
言
や
見
せ
方
が
注
目
さ
れ
る

経
験
は
、今
ま
で
と
は
違
っ
た
感
覚
で
し
た

が
、今
後
の
活
動
に
も
活
か
せ
る
、よ
い
学
び

の
場
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

―
　

英
語
、フ
ラ
ン
ス
語
を
操
る
ト
ラ
イ

リ
ン
ガ
ル
と
し
て
多
方
面
で
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
が
、外
国
語
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か

け
は
何
だ
っ
た
の
で
す
か
？

　
野
口　

英
語
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
の

は
小
学
5
年
生
ぐ
ら
い
か
ら
で
す
か
ら
、最

近
の
子
ど
も
た
ち
に
比
べ
る
と
ず
っ
と
遅
い

で
す
。音
楽
が
好
き
で
、ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ

て
く
る
洋
楽
の
歌
詞
を
知
り
た
い
と
思
っ
た

の
が
き
っ
か
け
で
す
。高
校
2
年
の
夏
か
ら

1
年
間
ア
メ
リ
カ・メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
に
留
学

し
て
、そ
の
頃
か
ら
英
語
に
関
わ
る
仕
事
が

で
き
た
ら
い
い
な

と
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

―
　

英
語
が
堪
能

に
な
る
と
、目
指
す

と
こ
ろ
は
通
訳
が
思

い
浮
か
び
ま
す
。司
会

業
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
何
が
き
っ
か
け
に

な
っ
た
の
で
す
か
？

　
野
口　

20
代
の
頃
は
、会
議
通
訳
者
を

目
指
し
て
、様
々
な
仕
事
を
し
な
が
ら
勉
強

を
続
け
ま
し
た
。で
も
、私
よ
り
英
語
が
流

ち
ょ
う
な
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。英
語
以

前
に
日
本
語
の
表
現
力
が
足
り
な
い
と
思

い
、ア
ナ
ウ
ン
ス
教
室
に
通
い
始
め
、司
会
業

に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ま

た
、学
生
時
代
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場

し
た
り
、英
語
で
演
劇

し
た
り
し
た
こ
と
も

あ
って
、人
前
で
表
現
す

る
こ
と
が
好
き
で
し
た
。

司
会
と
通
訳
を
ミ
ッ
ク
ス

す
る
こ
と
で
、新
し
い
需

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
し
た
。

―
　

話
題
が
変
わ
り
ま
す
が
、英
語
が
苦

手
で
悩
ん
で
い
る
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

英
語
が
得
意
に
な
る
秘
訣
は
あ
り
ま
す
か
？

　
野
口　

聞
い
た
音
を
自
分
の
口
か
ら
発

声
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。録
音
し
て
、周

り
の
人
に
聞
い
て
も
ら
う
の
も
い
い
で
し
ょ

う
。能
動
的
な
発
信
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。1
曲
の
歌
を
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
発
音
で
歌

え
る
よ
う
に
す
る
、映
画
の
名
言
を
完
全
に

マ
ス
タ
ー
す
る
。一
つ
の
こ
と
に
集
中
す
れ

ば
、い
つ
か
は
完
成
で
き
ま
す
。そ
の
積
み
重

ね
で
上
達
す
る
と
思
い
ま
す
。留
学
と
い
う

方
法
も
あ
り
ま
す
が
、外
国
の
方
と
話
す

と
い
う
こ
と
は
、い
わ
ば
試
合
に
出
る
よ
う

な
も
の
で
す
。そ
れ
に
、外
国
の
方
と
話
す

場
合
で
も
、言
葉
だ
け
で
な
く
ゼ
ス

チ
ャ
ー
で
意
味
が
通
じ
て
し
ま
う
場

合
も
あ
り
ま
す
。や
は
り
、試
合
の

前
に
は
練
習
が
必
要
で
す
。

―
　

小
学
校
で
は
英
語
教
育
が
本

格
導
入
さ
れ
る
な
ど
、国
も
国
際

化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
ね
。

　
野
口　

は
い
。い
ず
れ
英
語
は
特
技
で
は

な
く
、話
す
こ
と
が
で
き
て
当
た
り
前
と
い

う
時
代
に
な
る
で
し
ょ
う
。た
だ
、昨
年
テ
レ

ビ
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
で
黒
塗
り
を
し
て
笑
い

を
誘
っ
た
こ
と
が
黒
人
差
別
で
は
な
い
か
と

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
も
話
題
に
な
り
ま
し
た
。笑

い
の
ネ
タ
で
日
本
人
と
し
て
は
悪
気
が
な
い

の
で
し
ょ
う
が
、ア
メ
リ
カ
な
ら
大
問
題
に
な

り
ま
す
。外
国
語
学
習
で
は
言
葉
も
大
事

で
す
が
、文
化
も
し
っ
か
り
教
え
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。教
育
界
で
は
英
語
に
対

し
て
か
な
り
過
熱
し
て
い
ま
す
が
、文
化
の

面
が
切
り
離
さ
れ
て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。

そ
う
し
た
部
分
も
し
っ
か
り
学
ん
で
も
ら
っ

て
、多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
、真
の
国
際
感

覚
を
身
に
つ
け
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー・

ミ
セ
ス
グ
ロ
ー
ブ
2
0
1
7
日
本
代
表

野
口
美
穂
さ
ん

G
o
o
g
l
e
マ
ッ
プ
か
ら

聞
こ
え
て
く
る

馴
染
み
の
あ
る
ナ
ビ
声

ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
て
く
る

洋
楽
の
歌
詞
を
理
解
し
た
い

文
化
も
し
っ
か
り

学
ん
で
ほ
し
い

ど
の
よ
う
に
人
か
ら

見
ら
れ
て
い
る
の
か

日
英
仏
の

ト
ラ
イ
リ
ン
ガ
ル
と
し
て

国
際
舞
台
で
大
活
躍

「およそ300ｍ先、左方向です」。馴染みのある方も多いGoogleマップの音声ガイ
ダンスを担当し、バイリンガルフリーアナウンサー・司会・通訳・ナレーターとして活
躍するのが揖斐郡池田町在住の野口美穂さん。昨年は日本一のミセスを決める
「ミセスクイーンコンテスト」で見事に優勝。ミセスグローブ日本代表として世界大
会にも出場するなど多方面で活躍しています。
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距
離
の
遠
い
近
い
は
関
係
な
い

想
い
で
人
が
動
く
こ
と
を
実
感

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

全
国
の
青
年
部
会
員
が
岐
阜
に
会
す
る
一
大

事
業
だ
っ
た
わ
け
で
す
が
、ど
ん
な
苦
労
が
あ

り
ま
し
た
か
？

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

■田代 

　
本
番
に
向
け
た
準
備
は
大
変
で
し
た

が
、そ
れ
よ
り
も
得
た
も
の
の
方
が
大
き
か
っ

た
で
す
。こ
れ
ま
で
は
、各
市
の
青
年
部
単
独

で
の
動
き
が
多
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、今
回
の

事
業
は
岐
阜
県
の
青
年
部
が
一
つ
に
な
っ
て
大

き
な
組
織
と
し
て
動
き
ま
し
た
。市
の
青
年

部
を
越
え
た
会
員
同
士
の
結
び
つ
き
が
と
て

も
強
く
な
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

平
成
29
年
度

岐
阜
県
商
工
会
議
所

青
年
部
連
合
会
会
長

田
代
義
文
さ
ん

平
成
３０
年
度
会
長

亀
谷
孝
太
さ
ん

■亀谷 

　
私
も
同
じ
思
い
で
す
が
、も

う
一
つ
い
え
ば
、全
国
の
方
と
つ
な
が

り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今

回
の
全
国
大
会
に
来
て
も
ら
う
た

め
、キ
ャ
ラ
バ
ン
を
組
ん
で
全
国
を

回
って
P
R
形
で
し
た
わ
け
で
す
が
、

私
自
身
、交
流
の
輪
が
と
て
も
広
が

り
ま
し
た
し
、ほ
か
の
会
員
も
す
ご

く
広
が
っ
た
と
感
じ
て
い
る
方
が
多

い
と
思
い
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

例
年
、全
国
大
会
は
約
5,
0
0
0
人

の
規
模
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。今

回
は
岐
阜
県
に
約
6,
1
0
0
人
の

方
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。や
は

り
遠
方
に
な
る
ほ
ど
、参
加
す
る
人

数
も
減
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
？

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

■田代 

　
今
回
、キ
ャ
ラ
バ
ン
で
は
春

と
秋
に
分
け
て
、全
国
約
30
カ
所
を

回
り
ま
し
た
。感
想
と
し
て
は
、遠
い

か
ら
行
か
な
い
と
い
う
感
覚
は
な

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。キ
ャ
ラ
バ

ン
で
訪
問
し
て
、「
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ

い
」と
思
い
を
伝
え
て
、「
君
が
い
る
か

ら
、ぜ
ひ
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
」

と
い
う
言
葉
を
い
た
だ
く
こ
と
も
何

度
か
あ
って
、そ
れ
は
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
ね
。そ
し
て
実
際
に
来
て

も
ら
っ
て
、「
や
あ
や
あ
」「
本
当
に
よ

く
来
て
く
れ
ま
し
た
」と
い
う
こ
と
で
、さ
ら
に

交
流
が
深
ま
り
ま
し
た
。今
後
に
も
つ
な
が
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。

■亀谷 

　
今
回
の
特
徴
と
し
て
は
、分
科
会
を

通
常
よ
り
強
調
し
て
P
R
し
た
部
分
が
あ
り

ま
し
た
。過
去
の
全
国
大
会
で
は
、定
員
に
満

た
な
い
場
合
は
中
止
す
る
分
科
会
も
あ
り
ま

し
た
が
、う
ち
と
し
て
は
、分
科
会
に
力
を
入

れ
て
い
る
分
、定
員
ま
で
人
数
を
集
め
た
い
と
い

う
思
い
が
強
か
っ
た
で
す
。そ
の
分
、キ
ャ
ラ
バン

に
も
よ
り
一
層
力
が
入
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。せ
っ
か
く
岐
阜
へ
来
て
も
ら
っ
た
か
ら
に
は
、

地
域
の
魅
力
を
全
国
の
人
に
伝
え
た
い
、岐
阜

の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思

い
は
会
員
全
員
が
共
通
認
識
と
し
て
持
っ
て
い

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

失
敗
し
て
も
フ
ォ
ロ
ー

し
て
く
れ
る
仲
間
が
い
る

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

少
し
個
人
的
な
話
題
に
変
わ
り
ま
す
が
、青

年
部
の
活
動
を
通
じ
て
、ご
自
身
に
ど
の
よ

う
な
変
化
を
感
じ
て
い
ま
す
か
？

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

■田代 

　
直
接
、仕
事
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、人
脈
が
大
き
く
広
が
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
と
気
づ
か
さ
れ
る
部
分
も
多
い
で
す

ね
。特
に
こ
の
全
国
大
会
で
は
、エ
リ
ア
が
異
な

る
同
業
者
と
話
す
機
会
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。地
元
で
は
、仲
間
だ
け
ど
ラ
イ
バ
ル
と
い

う
一
面
も
あ
り
ま
す
か
ら
、ど
う
し
て
も
込
み

入
っ
た
話
は
し
に
く
い
で
す
。そ
の
点
、エ
リ
ア

が
違
え
ば
心
の
内
を
素
直
に
話
す
こ
と
も
で

き
て
、と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。今
後
は
、

そ
れ
を
ど
う
社
業
に
活
か
し
て
い
け
る
か
を

考
え
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

■亀谷 

　
私
は
青
年
部
に
入
っ
て
、い
ろ
い
ろ
な

き
っ
か
け
を
い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。青

年
部
に
入
る
ま
で
は
、正
直
、人
前
で
話
す
の

も
苦
手
で
し
た
。仕
事
だ
け
で
は
決
し
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
、た
く
さ
ん
学
ぶ

こ
と
が
で
き
て
、自
分
自
身
も
成
長
を
感
じ
て

い
ま
す
。失
敗
し
て
も
フ
ォ
ロ
ー
し
て
も
ら
え
る

場
が
あ
り
ま
す
か
ら
、思
い
切
っ
て
飛
び
込
み

さ
え
す
れ
ば
、様
々
な
こ
と
が
つ
か
め
る
と
強

く
感
じ
て
い
ま
す
。

自
ら
が
成
長
す
る
こ
と
で

周
り
が
変
わ
る

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

話
が
少
し
前
後
し
ま
す
が
、青
年
部
に
入
る

き
っ
か
け
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

■田代 

　
父
が
商
工
会
議
所
に
入
っ
て
い
る
の

で
、存
在
と
し
て
は
身
近
な
も
の
で
し
た
。き
っ

か
け
は
友
達
と
先
輩
の
誘
い
で
す
ね
。た
だ
、

入
っ
た
こ
ろ
は
、私
も
若
く
て
、正
直
そ
ん
な
に

活
動
し
た
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た（
苦

笑
）。夏
祭
り
の
運
営
が
大
き
な
事
業
な
の
で

す
が
、若
い
か
ら
祭
り
に
行
く
方
が
楽
し
い
で

す
。「
裏
方
を
や
る
の
か
、楽
し
め
な
い
な
ぁ
」と

い
う
の
が
本
音
で
し
た（
笑
）。た
だ
、歳
を
重

ね
て
い
く
に
つ
れ
て
、市
民
の
方
々
が
楽
し
ん
で

い
る
姿
を
見
る
の
が
、自
分
の
楽
し

み
に
変
わ
って
い
き
ま
し
た
。

■亀谷 

　
私
は
青
年
部
の
活
動
内
容

が
ど
ん
な
も
の
か
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、

先
輩
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
加
入
し
ま

し
た
。最
初
は
少
し
苦
し
か
っ
た
で

す
ね
。た
だ
、先
輩
方
に
少
し
ず
つ

負
荷
を
か
け
て
も
ら
っ
て
、役
職
を

与
え
て
も
ら
う
と
達
成
感
が
得
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。少
し

ず
つ
段
階
が
上
って
、自
分
が
や
り
た

い
と
思
う
こ
と
を
企
画
し
て
、実
行

し
て
、で
き
た
と
い
う
達
成
感
が
得

ら
れ
る
と
、ど
ん
ど
ん
楽
し
く
な
り
ま
す
。そ

ん
な
自
分
を
見
て
い
た
だ
い
て
、「
今
度
、こ
ん

な
こ
と
を
一
緒
に
や
ら
な
い
か
」と
声
を
か
け

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
って
、意
識
も
ど
ん
ど
ん

変
わ
って
いっ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

■田代 

　
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
社
会
勉

強
の
場
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。自
ら
学
び
に
向

か
う
と
い
う
の
は
、強
い
意
志
が
な
い
と
な
か
な

か
で
き
な
い
こ
と
で
す
。そ
の
意
味
で
は
、大
変

よ
い
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
って
い
ま
す
。

■亀谷 

　
商
工
会
議
所
の
青
年
部
な
の
で
、加

入
さ
え
す
れ
ば
仕
事
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
と
思

う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。で
も
、そ
れ
は

逆
で
す
。青
年
部
活
動
を
通
し
て
自
分
を
知
っ

全国大会を
契機に交流の輪を
さらに広げる

て
も
ら
う
。そ
し
て
信
頼
し
て
も
ら
え
れ
ば
、お

の
ず
と
仕
事
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。途
中
か
ら
、そ
の
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

つ
な
が
り
を

よ
り
深
め
る
1
年
に

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

最
後
に
な
り
ま
す
が
、来
年
度
の
青
年
部
の

活
動
の
目
標
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

■亀谷 

　
こ
こ
数
年
は
、今
回
行
わ
れ
た
全
国

大
会
に
向
け
た
準
備
に
全
精
力
を
注
い
で
い

ま
し
た
。こ
れ
で
一
区
切
り
つ
き
ま
し
た
の
で
、

4
月
か
ら
は
、いっ
た
ん
元
の
活
動
に
戻
し
た
う

え
で
、さ
ら
に
広
が
っ
て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。今
年
は
、全
国
大
会
と
い

う
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
の
で
、全
国
の
人
と
つ
な

が
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、来
年
度
、新
し

く
青
年
部
に
入
る
人
に
と
って
は
、そ
の
つ
な
が

り
が
あ
り
ま
せ
ん
。今
回
の
経
験
を
活
か
し

て
、こ
れ
か
ら
入
る
新
し
い
仲
間
た
ち
を
導
く

よ
う
な
形
を
作
り
な
が
ら
、活
動
を
広
げ
て
い

く
こ
と
が
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。今
回

の
全
国
大
会
を
通
じ
て
、全
国
が
と
て
も
近
く

な
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。大
変
か
も
し
れ
な
い

け
ど
、そ
れ
以
上
に
得
る
も
の
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
、次
の
人
た
ち
に
伝
え
た
い
と
思
い
ま

す
。新
た
な
交
流
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
る
1
年

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

15

16

17

37

２
月
 
日
・
 
日
・
 
日
の
３
日
間
、

岐
阜
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
の
で
愛
ド
ー
ム
、

ふ
れ
愛
ド
ー
ム
を
メ
イ
ン
会
場
に
、

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
第　

回
全
国
大
会

「
岐
阜
か
か
み
が
は
ら
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
か
ら
会
員
が
集
ま
る
大
事
業
を

運
営
す
る
立
場
で
の
苦
労
や
、

そ
こ
で
得
た
も
の
、今
後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
、

岐
阜
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
会
長
の

田
代
義
文
さ
ん
と

次
年
度
会
長
の
亀
谷
孝
太
さ
ん
に
伺
っ
て
み
ま
し
た
。

岐阜県商工会議所
青年部連合会
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地
域
間
交
流
を

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
る

「
J
C
カ
ッ
プ
岐
阜
大
会
」

―
　

日
本
J
C
は
、1
月
1
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
が
1
年
度
と
い
う
こ
と
で
、ま
だ

準
備
段
階
の
事
業
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

◆
酒
井
　
昨
年
実
施
し
た「
全
国
一
斉
！

国
民
討
議
会
」「
J
C
カ
ッ
プ
岐
阜
大
会
」

「
ぎ
ふ
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
」に
関
し
て
は
、今
年

度
も
引
き
続
き
実
施
す
る
予
定
で
す
。今

年
度
の
岐
阜
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
は「
17
の
和
の
精
神
性
が
導
く 

愛
と
希

望
溢
れ
る
岐
阜
の
創
造
」に
決
ま
り
ま
し

た
。そ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
基
づ
い
て
、各
事
業

の
内
容
を
さ
ら
に
深
め
て
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
　

U－

11
少
年
少
女
サ
ッ
カ
ー
大
会
の

「
J
C
カ
ッ
プ
岐
阜
大
会
」は
今
年
で
4
年

目
を
迎
え
る
そ
う
で
す
が
、事
業
内
容
も
さ

ら
に
深
ま
り
を
見
せ
そ
う
で
す
ね
。

◆
酒
井
　
は
い
。地
域
間
交
流
を
目
的
に

し
た
J
C
カ
ッ
プ
で
す
が
、初
年
度
は
周
知

東海地区岐阜ブロック協議会
2018年度会長

酒井健吉さん

明るい豊かな社会の実現に向け、青年経済人が集い活動する公益社団法人日本青年
会議所（日本JC）。社会の若きリーダーとして、今年度どのような活動を展開するのか、
東海地区岐阜ブロック協議会2018年度会長の酒井健吉さんに伺ってみました。

が
徹
底
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、な
か

な
か
参
加
チ
ー
ム
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。当
時
、私
は
設
営
担
当
だ
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、地
元
で
あ
る
土
岐
市
の
チ
ー
ム
に

声
が
け
を
し
て
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

岐
阜
大
会
は
1
チ
ー
ム
の
み
の
参
加
だ
っ
た

た
め
、自
動
的
に
東
海
大
会
へ
出
場
す
る
こ

と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、そ
こ
で
は
大
差

で
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。来
年
の
参
加
は

見
送
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
い
た

の
で
す
が
、チ
ー
ム
の
監
督
さ
ん
か
ら
、「
今

年
も
ぜ
ひ
出
場
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。同
年

代
に
大
差
で
負
け
た
こ
と
が
バ
ネ
に
な
っ

て
、子
ど
も
た
ち
の
顔
つ
き
が
変
わ
り
ま
し

た
。一
生
懸
命
サ
ッ
カ
ー
に
取
り
組
む
よ
う

に
な
っ
て
、い
い
チ
ー
ム
に
な
り
ま
し
た
」と

い
う
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。結
果
は
惨

敗
で
し
た
が
、他
地
域
の
同
世
代
の
子
ど

も
と
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、自
分
た
ち

の
こ
と
を
見
つ
め
な
お
し
、も
っ
と
努
力
し

て
高
め
て
い
こ
う
と
い
う
一
つ
の
き
っ
か
け
に

な
っ
た
こ
と
は
、J
C
と
し
て
期
待
し
て
い

た
こ
と
で
す
し
、実
施
し
て
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

―
　

な
る
ほ
ど
、地
域
間
交
流
に
よ
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
も
大
き
な
成
長
を
見
せ
た
と

い
う
こ
と
は
一
番
の
成
果
で
す
ね
。

◆
酒
井
　
は
い
。今
年
度
は
F
C
岐
阜
の

協
力
を
い
た
だ
い
て
、サ
ッ
カ
ー
教
室
の
開

催
な
ど
も
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

岐
阜
大
会
の
参
加
チ
ー
ム
も
増
や
し
た
い

で
す
し
、積
極
的
に
P
R
活
動
も
し
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

J
C
活
動
を
通
じ
て

人
間
力
が
磨
か
れ
る

―
　

酒
井
さ
ん
ご
自
身
の
J
C
へ
の
か
か

わ
り
を
伺
い
た
い
の
で
す
が
、J
C
に
入
る

き
っ
か
は
な
ん
だ
っ
た
の
で
す
か
？

◆
酒
井
　
父
も
J
C
活
動
を
し
て
い
ま
し

た
。父
の
友
人
か
ら
も
、「
お
前
の
お
父
さ
ん

は
J
C
で
す
ご
く
成
長
し
た
ん
だ
ぞ
」と
聞

か
さ
れ
た
こ
と
も
あ
って
、子
ど
も
な
が
ら
に

憧
れ
を
持
って
い
ま
し
た
。社
業
を
継
い
だ
ら

J
C
に
入
る
の
が
当
然
と
い
う
感
覚
で
し
た
。

―
　

J
C
に
入
っ
て
、ご
自
身
の
変
化
を
感

じ
て
い
ま
す
か
？

◆
酒
井
　
少
し
柔
ら
か
く
な
っ
た
で
し
ょ

う
か
。
前
は
も
っ
と
我
が
強
か
っ
た
で
す

ね
。J
C
で
は
、み
ん
な
と
協
力
し
な
が
ら

事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。自
分
だ
け
が

と
い
う
思
い
で
は
事
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
成
立

さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。メ
ン
バ
ー
と
の

融
和
が
大
切
で
す
か
ら
、協
調
性
は
身
に
つ

い
た
と
思
い
ま
す
。

―
　

ご
自
身
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
と
い
う

意
味
で
、思
い
出
深
い
事
業
は
あ
り
ま
す
か
？

◆
酒
井
　
東
日
本
大
震
災
の
翌
年
で
あ
る

2
0
1
2
年
に
、土
岐
J
C
で
宮
城
県
の

子
ど
も
た
ち
を
招
い
て
、野
球
教
室
、交
流

試
合
、絵
付
け
体
験
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど

の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。参
加
し
た
子

ど
も
の
中
に
は
、両
親
も
祖
父
母
も
亡
く

し
て
、親
せ
き
に
身
を
寄
せ
る
子
が
い
ま
し

た
。と
て
も
つ
ら
い
で
す
よ
ね
。で
も
、そ
の

子
は
明
る
く
て
元
気
で
し
た
。被
災
し
た

後
か
ら
野
球
を
始
め
て
、「
将
来
は
楽
天
に

入
団
す
る
ん
だ
！
」と
夢
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。こ
の
事
業
は
私
に
と
っ
て
大
き
か
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
ら
を
高
め
、

地
域
社
会
に
貢
献
す
る

―
　

ほ
か
に
も
、影
響
を
与
え
た
事
業
は

あ
り
ま
す
か
？

◆
酒
井
　
土
岐
J
C
で
は
、特
別
支
援
学

校
と
年
2
回
交
流
事
業
を
開
催
し
て
い
ま

す
。本
音
を
言
う
と
、そ
れ
ま
で
の
私
は
、

支
援
を
必
要
と
す
る
人
を
見
る
と
、見
て

見
な
い
ふ
り
を
す
る
と
い
う
か
、積
極
的
に

関
わ
る
姿
勢
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。で

も
、J
C
を
通
じ
て
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、「
あ
あ
、す
ご
い
な
」と
見
る
目
が
変
わ

り
ま
し
た
。作
業
風
景
も
見
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
が
、と
て
も
真
似
で
き
な
い
ほ
ど
の

素
晴
ら
し
い
集
中
力
で
し
た
。こ
の
事
業
も

私
の
人
間
力
向
上
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
く
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。現
在
、J
C

活
動
を
始
め
て
9
年
目
で
す
が
、今
後
も

J
C
の
三
信
条
で
あ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ・サ
ー

ビ
ス・フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
を
基
本
に
し
な
が

ら
、地
域
社
会
の
貢
献
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

17の「和」の精神性が導く
愛と希望溢れる岐阜の創造
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鵜
舞
屋
と
J
A
に
し
み
の
が
コ
ラ
ボ
し
て

岐
阜
県
産
に
こ
だ
わ
っ
た
新
た
な

名
産
品
を
開
発
し
ま
し
た
。

昨
年
9
月
に
誕
生
し
た
﹁
あ
ゆ
せ
ん
﹂
は
、

発
売
開
始
か
ら
す
で
に
30
万
枚
を
突
破
。

株
式
会
社
鵜
舞
屋
代
表
取
締
役
の

　
森
幹
啓
さ
ん
と

J
A
に
し
み
の
代
表
理
事
専
務
の

市
川
浩
示
さ
ん
に

開
発
の
苦
労
話
を
伺
っ
て
み
ま
し
た
。

地
域
食
材
を
使
う
こ
と
が

地
域
の
発
展
に
つ
な
が
る

﹁
あ
ゆ
せ
ん
﹂誕
生
の
き
っ
か
け
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

髙
森  

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

当
社
で
は
2
0
1
1
年
か
ら
、「
鮎
煎
餅
」を

販
売
し
て
い
ま
し
た
。「
鮎
」は
岐
阜
の
名
産
品

で
あ
る
こ
と
か
ら
、2
0
1
6
年
か
ら
J
A
に

し
み
の
さ
ん
で
イ
ベン
ト
に
使
用
し
て
も
ら
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
時
に
、「
岐
阜
県
の
原

料
を
使
っ
た
製
品
を
作
って
い
か
な
い
と
本
当
の

意
味
で
地
域
の
発
展
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
よ
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
、開
発
の

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。当
社
と
し
て
は
、煎

餅
の
中
に
鮎
が
入
って
い
る
だ
け
で
満
足
し
て
い

た
わ
け
で
す
が
J
A
さ
ん
は
、地
域
産
に
強
い

こ
だ
わ
り
を
持
って
い
ま
す
か
ら
、当
社
と
し
て

も
単
に「
鮎
」と
い
う
だ
け
で
な
く
、「
岐
阜
県
産

の
鮎
」に
こ
だ
わ
っ
た
開
発
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
　
　

市
川  

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

地
域
食
材
に
こ
だ
わ
る
と
い
う
意
味
で
は
、

西
美
濃
の
代
表
的
な
農
産
物
と
し
て
お
米
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。そ
の
中
で
も「
ハツ
シ
モ
」は
西

美
濃
地
域
に
お
い
て
作
付
け
面
積
が
約
7
割

を
占
め
ま
す
。「
ハツ
シ
モ
」を
使
って
、鵜
舞
屋
さ

ん
と
コ
ラ
ボ
で
き
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

コ
ク
と
旨
味
、

堅
さ
と
の
バ
ラ
ン
ス

た
だ
、開
発
に
関
し
て
は
相
当
な
ご
苦
労

が
あ
っ
た
よ
う
で
す
ね
。

　
　
　

髙
森  

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

は
い
。以
前
の「
鮎
煎
餅
」で
は
米
粉
を
使
用

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。米
粉
を
使
う
こ
と
で
、

コ
ク
や
旨
味
は
確
実
に
ア
ッ
プ
し
ま
す
。た
だ

し
、堅
く
な
る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。米
粉
の
使
用
量
を
減
ら
せ
ば
堅
く
な
ら
な

い
わ
け
で
す
が
、「
ハツ
シ
モ
」の
旨
味
を
表
現
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う

と
る
か
と
い
う
点
で
随
分
苦
労
し
ま
し
た
。

さ
っ
ぱ
り
し
な
が
ら

歯
ご
た
え
が
あ
る

ハ
ツ
シ
モ
の
特
徴
を
活
か
す

岐
阜
県
産
の
素
材
に
こ
だ
わ
り
、そ
の
旨

味
を
し
っ
か
り
表
現
す
る
た
め
に
大
き

な
苦
労
が
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。

　
　
　

髙
森  

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

今
回
は
、岐
阜
県
産
の
鮎
を
使
用
し
、鮎
の

使
用
量
も
増
や
し
ま
し
た
。た
だ
、鮎
を
増
や
せ

ば
増
や
す
ほ
ど
、普
段
は
貴
重
な
栄
養
素
で
あ

る
オ
メ
ガ
３
脂
肪
酸
が
過
酸
化
物
価
作
用
を
起

こ
し
、香
り
が
よ
く
味
も
お
い
し
く
な
り
ま
す

が
、日
持
ち
さ
せ
る
こ
と
と
温
度
管
理
が
難
し

く
な
る
と
い
う
問
題
点
が
出
て
き
ま
し
た
。ま

た
、鮎
が
強
す
ぎ
る
と
、ハツ
シ
モ
の
風
味
が
表
現

で
き
な
く
な
り
ま
す
。様
々
な
改
良
を
重
ね
た

結
果
、開
発
期
間
は
1
年
に
及
び
ま
し
た
。

　
　
　

市
川  

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

米
の
種
類
は
数
百
種
類
に
及
び
ま
す
。全
国

的
に
は
粘
り
気
の
あ
る
コ
シ
ヒ
カ
リ
系
が
消
費

の
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。そ
れ
に
比
べ
て
、ハツ

シ
モ
は
歯
ご
た
え
が
あ
り
な
が
ら
さ
っ
ぱ
り
し
て

い
ま
す
。粒
が
大
き
く
食
感
が
あ
り
、お
寿
司

に
よ
く
合
う
品
種
で
す
。そ
う
し
た
ハツ
シ
モ
の

特
性
も
煎
餅
に
は
マ
ッ
チ
し
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。粘
り
気
が
あ
る
米
粉
だ
と
、ま
た
違
っ
た
開

発
の
苦
労
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
今
振
り

返
って
感
じ
て
い
ま
す
。

お
客
様
が
必
要
と

す
る
も
の
を

作
り
続
け
て
い
く

発
売
か
ら
す
で
に
30
万
枚
を
突
破
し
、売

れ
行
き
も
好
調
の
よ
う
で
す
が
、消
費
者

か
ら
は
ど
ん
な
声
が
聞
か
れ
ま
す
か
？

　
　
　

市
川  

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

最
初
に
ハツ
シ
モ
の
香
り
が
ふ
わ
っ
と
漂
って
、噛

み
し
め
る
と
鮎
の
香
り
が
口
の
中
に
広
が
って
お
い

し
い
。又
、固
さ
も
ち
ょ
う
ど
い
い
と
い
う
声
を
よ

く
聞
き
ま
す
。鵜
舞
屋
さ
ん
が
1
年
の
期
間
を
か

け
て
じ
っ
く
り
開
発
さ
れ
た
商
品
だ
け
に
、地
域

性
の
強
い
深
い
味
わ
い
に
な
って
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

髙
森  

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

正
直
、開
発
途
中
の
試
作
段
階
で
は
、時
に

味
が
落
ち
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。「
本
当
に
商

品
化
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
」と
出
口
が
見
え
な

く
な
る
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、J
A
に
し
み
の

さ
ん
の
バッ
ク
ア
ッ
プ
に
よ
って
、地
域
を
代
表
す

る
名
産
品
に
な
る
と
自
負
で
き
る
製
品
を
開

発
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。当
社
の
開
発
に

対
す
る
考
え
方
は〝
お
客
様
が
必
要
と
す
る
も

の
を
作
る
〞こ
と
で
す
。J
A
さ
ん
は
、お
客
様

に
近
い
位
置
に
い
て
、お
客
様
が
求
め
て
い
る

ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
把
握
し
て
い
ま
す
。今
回
、大

き
な
つ
な
が
り
が
で
き
ま
し
た
の
で
、今
後
も

地
域
や
岐
阜
県
を
代
表
す
る
名
産
品
の
開
発

に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
素
材
に

こ
だ
わ
っ
た

　
　
　

市
川  

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

私
た
ち
も
全
面
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、試
食

は
10
回
以
上
に
及
ん
だ
で
し
ょ
う
か
。鵜
舞
屋
さ
ん

も
相
当
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
十
分
わ
か
り
ま

し
た
が
、試
作
を
重
ね
る
ご
と
に
、味
も
堅
さ
も

ち
ょ
う
ど
いい
具
合
に
改
善
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
　
　

髙
森  

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

お
米
の
プ
ロ
の
方
々
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ

け
た
の
は
大
き
か
っ
た
で
す
。煎
餅
を
製
造
し
て

も
ら
う
メ
ー
カ
ー
も
、「
ど
う
し
て
も
米
粉
を
使

わ
な
い
と
ダ
メ
で
す
か
」と
言
って
く
る
ぐ
ら
い
、

米
粉
を
使
用
す
る
と
硬
く
な
って
し
ま
い
ま
す
。

開
発
で
行
き
詰
ま
って
い
た
時
に
、J
A
に
し
み

の
さ
ん
か
ら
米
粉
を
作
る
と
き
の
粒
度（
粒
の

大
き
さ
）を
変
更
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。そ
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
お
か
げ
で
、米
粉
の

割
合
を
減
ら
す
こ
と
な
く
、ち
ょ
う
ど
い
い
堅
さ

を
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　

髙
森  

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

大
変
、あ
り
が
た
い
ご
提
案
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。鮎
と
お
米
の
相
性
は
バッ
チ
リ
で
す
。「
ハ

ツ
シ
モ
」が
入
る
こ
と
で
お
い
し
さ
の
改
善
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
ま
し
た
。

市川 浩示さん

JAにしみの
代表理事専務

髙森 幹啓さん

株式会社鵜舞屋
代表取締役

25 24

岐阜県産
「鮎」

「ハツシモ」
西美濃産

株式会社鵜舞屋
岐阜県岐阜市東鶉１－１
TEL：058－274－0141
http://www.umaiya.co.jp/
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『髙橋真梨子ヘンリーバンド』に参加し、
全国ツアーで多忙な日々を送る
岐阜市出身の野々田万照さん。
21年前、岐阜市に帰郷したことをきっかけに、
地域の文化活動の発展にも力を入れています。

野々田
万照

Nonoda Mantell
岐
阜
市
民
J
A
Z
Z
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド「
楽
市

J
A
Z
Z
楽
団
」が
結
成
さ
れ
て
10
年
を
迎

え
ま
し
た
。き
っ
か
け
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
す
か
？

■野々田  

21
年
前
、長
女
の
誕
生
を
き
っ
か
け
に

岐
阜
に
帰
郷
し
、住
所
を
岐
阜
市
に
移
し
ま
し

た
。岐
阜
市
は
当
時
、ジ
ャ
ズ
は
も
ち
ろ
ん
音
楽

全
体
への
関
心
度
は
決
し
て
高
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。ど
う
せ
住
む
な
ら
音
楽
が
盛
ん
な
ま

ち
に
住
み
た
い
、盛
ん
で
な
い
な
ら
盛
ん
に
す
れ

ば
いい
と
考
え
ま
し
た
。す
ぐ
に
学
校
や
病
院
へ

の
出
前
演
奏
を
始
め
た
の
で
す
が
、10
年
前
、岐

阜
市
民
会
館
に
よ
る「
ジ
ャ
ズ・ポ
ッ
プ
ス
教
室
」

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
が

思
っ
た
よ
り
人
が
集
ま
って
、こ
れ
な
ら
バン
ド
が

結
成
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
、「
楽
市

J
A
Z
Z
楽
団
」が
結
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。や
り
た
い
人
は
い
た
わ
け
で
す
。や

れ
て
い
な
か
っ
た
だ
け
で
す
。や
り
た
い
け
ど
、自

分
で
バン
ド
を
作
る
の
は
躊
躇
し
て
し
ま
う
。や

る
き
っ
か
け
が
な
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

現
在
、団
員
は
何
名
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

■野々田  

45
人
で
す
。高
校
1
年
生
か
ら
70
歳

ま
で
幅
広
い
年
齢
構
成
で
す
。経
験
者
メ
イ
ン
と

初
心
者
が
中
心
に
な
っ
た
2
つ
の
チ
ー
ム
で
編
成

し
て
い
ま
す
。経
験
者
チ
ー
ム
は
月
1
回
、初
心

者
チ
ー
ム
は
月
2
回
の
練
習
が
あ
り
、そ
の
ほ
か

に
学
校
、病
院
、イ
ベン
ト
に
出
張
し
て
ほ
ぼ
毎
月

演
奏
の
機
会
が
あ
り
ま
す
。皆
さ
ん
、普
段
は
学

生
や
社
会
人
で
す
か
ら
ス
ケ
ジ
ュー
ル
を
合
わ
せ

る
の
が
難
し
く
、実
際
の
オ
フ
ァ
ー
は
も
っ
と
た
く

さ
ん
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
す
が
、現
状
で
は
月
1

回
の
演
奏
で
手
一
杯
に
な
って
い
ま
す
。

10
年
前
と
比
べ
て
、団
員
の
レ
ベ
ル
は
向
上
し

ま
し
た
か
？

■野々田     

う
ま
く
な
り
ま
し
た
よ
。ブ
ラ
ス
バン
ド

な
ど
ク
ラ
シ
ッ
ク
経
験
者
は
結
構
い
る
ん
で
す
よ
。

た
だ
、ジ
ャ
ズ
は
音
の
出
し
方
が
違
い
ま
す
。言

語
み
た
い
な
も
の
で
す
。例
え
ば
ク
ラ
シ
ッ
ク
が

英
語
だ
と
し
た
ら
、ジ
ャ
ズ
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
す
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
経
験
者
は
ど
う
し
て
も
ク
ラ
シ
ッ
ク

の
吹
き
方
に
な
って
し
ま
い
ま
す
。そ
れ
を
フ
ラ

ン
ス
語
に
直
す
の
に
ず
い
ぶ
ん
時
間
が
か
か
り

ま
し
た
。最
近
よ
う
や
く
コツ
を
つ
か
ん
で
き
ま

し
た
。合
奏
で
す
か
ら
、1
人
で
も
違
っ
た
吹
き

方
を
し
て
し
ま
う
と
、ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
な
り
ま

せ
ん
。時
間
も
か
か
り
ま
し
た
し
、根
気
も
必

要
で
し
た
が
、み
ん
な
よ
く
努
力
し
て
く
れ
た

と
思
い
ま
す
。

10
年
間
続
い
て
い
る
メ
ン
バ
ー
も
い
ま
す
か
？

■野々田  

13
人
い
ま
す
ね
。た
だ
、3
年
に
一
度
、

オ
ー
デ
ィ
シ
ョン
を
実
施
し
て
い
て
、メ
ン
バ
ー
全

員
が
一
旦
ク
ビ
に
な
り
ま
す
。そ
れ
ま
で
メ
ン

バ
ー
だ
っ
た
人
も
す
べ
て
新
し
い
オ
ー
デ
ィ
シ
ョン

で
合
格
し
な
い
と
、メ
ン
バ
ー
に
な
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。下
剋
上
で
す
よ（
笑
）。3
年
や
る
と
、

友
達
や
家
族
か
ら「
今
年
も
ジ
ャ
ズ
フ
ェス
出
る

ん
で
し
ょ
」と
言
わ
れ
ま
す
。生
活
の
一
部
に
な

り
ま
す
し
、愛
着
も
わ
き
ま
す
。で
も
オ
ー
デ
ィ

シ
ョン
に
落
ち
れ
ば
、参
加
で
き
ま
せ
ん
。

厳
し
い
世
界
で
す
ね
。次
の
オ
ー
ディ
シ
ョ
ン
は

い
つ
で
す
か
？

■野々田  

5
月
で
す
。中
に
は
ビ
ク
ビ
ク
し
て
い
る

子
も
い
る
で
し
ょ
う（
笑
）。た
だ
、3
年
い
た
人

は
や
っ
ぱ
り
強
い
で
す
よ
。

私
が
伝
え
た
ニ
ュ
ア
ン
ス

を
わ
か
っ
て
い
ま
す
か
ら
。

い
く
ら
う
ま
く
て
も
ク
ラ

シ
ッ
ク
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
は

だ
め
で
す
。オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
で
は
、そ
の
部
分
を
じ
っ

く
り
審
査
し
ま
す
。

ジ
ャ
ズ
の
魅
力
は
ど
ん
な

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
か
？

■野々田   

合
奏
の
楽
し
さ

で
す
ね
。環
境
、育
ち
、住

ん
で
い
る
と
こ
ろ
、年
齢
、性

別
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
人
た

ち
が
集
ま
っ
て
、音
量
、音

色
、音
程
、息
継
ぎ
も
そ
ろ
え
て
1
つ
の
か
た
ま

り
に
な
る
。そ
れ
が
合
奏
の
面
白
さ
で
す
。私
の

役
割
は
東
京
で
行
わ
れ
て
い
る
全
国
レ
ベ
ル
の

ジ
ャ
ズ
を
岐
阜
に
還
元
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。メ
ン
バ
ー
の
み
ん
な
に
とって
は
、目
か

ら
う
ろ
こ
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
多
い
は
ず
で
す
。

今
ま
で
と
は
全
然
違
う
吹
き
方
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。練
習
は
厳
し
い
で
す
が
、新
し

い
発
見
が
で
き
る
お
も
し
ろ
さ
が
あ
る
か
ら
、み

ん
な
続
け
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

岐
阜
市
民
の
音
楽
に
対
す

る
関
心
度
に
変
化
を
感
じ

て
い
ま
す
か
？

■野々田  

大
き
く
変
わ
っ
た

と
思
い
ま
す
。毎
年「
ぎ
ふ

ジ
ャ
ズ
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
」を

岐
阜
市
民
会
館
で
開
催
し

ま
す
が
、約
1,
0
0
0
人

の
観
客
で
賑
わ
い
ま
す
。昨

年
は「
岐
阜
市
信
長
公

4
5
0
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」も

あ
って
、イ
ベン
ト
に
出
る
機

会
も
多
く
て
認
知
度
も
相

当
高
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
ジ
ャ
ズ
と
い
う
と
、「
暗
い
」「
夜
」「
タ
バ

コ・麻
薬
」の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。ジ
ャ
ズ
が
持
つ
暗
い
イ
メ
ー
ジ
を
取
り
払

い
た
か
っ
た
の
で
、コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
な
楽
曲
を

選
択
す
る
よ
う
に
し
て
き
ま
し
た
。学
校
へ
出

前
演
奏
に
出
か
け
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、た

い
て
い
喜
ん
で
も
ら
え
ま
す
。毎
回
ア
ン
ケ
ー
ト

を
と
る
の
で
す
が
、「
も
っ
と
暗
く
て
大
人
の
音

楽
だ
と
思
って
い
ま
し
た
が
、今
回
初
め
て
聴
い

て
ジ
ャ
ズ
の
意
識
が
変
わ
り
ま
し
た
」と
答
え
て

く
れ
た
子
も
い
ま
す
。出
前
演
奏
を
聴
い
て
、楽

市
J
A
Z
Z
楽
団
の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
た
子
も
い

ま
す
。そ
れ
だ
け
、そ
の
子
の
心
に
刺
さ
っ
た
ん

だ
な
と
思
って
、私
と
し
て
は
と
て
も
う
れ
し
い

で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

■野々田   

今
ま
で
は
準
備
期
間
だ
っ
た
気
が
し

ま
す
。こ
れ
か
ら
熟
成
し
て
、技
術
も
も
う
少

し
伸
び
て
い
く
と
思
い
ま
す
。昔
は
公
共
音
楽

と
し
て
ジ
ャ
ズ
は
演
奏
で
き
な
か
っ
た
ん
で
す

よ
。私
た
ち
の
時
代
は
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
を
持
っ
て

い
る
と
不
良
と
言
わ
れ
ま
し
た
。今
は
、ジ
ャ
ズ

も
市
民
権
を
得
て
き
ま
し
た
。同
じ
よ
う
な

活
動
を
続
け
て
い
る
他
地
域
の
バン
ド
と
交
流

し
た
い
で
す
ね
。も
う
1
つ
は
、昨
年
、楽
市

J
A
Z
Z
楽
団
で
、「
夢
幻
〜
信
長
と
濃
姫

〜
」と
い
う
曲
を
作
り
ま
し
た
。今
年
は
楽
団

の
C
D
を
発
表
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。可

能
性
は
無
限
に
あ
り
ま
す
の
で
、い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
で
す
。

音
楽
を
や
り
た
い
人
は
い
た
。

た
だ
機
会
が
な
か
っ
た
だ
け

音
楽
を
や
り
た
い
人
は
い
た
。

た
だ
機
会
が
な
か
っ
た
だ
け

高
校
生
か
ら
70
歳
ま
で

幅
広
い
年
齢
構
成

高
校
生
か
ら
70
歳
ま
で

幅
広
い
年
齢
構
成

同
じ
楽
器
で
も

音
の
出
し
方
が
ま
る
で
違
う

同
じ
楽
器
で
も

音
の
出
し
方
が
ま
る
で
違
う

他
地
域
の
バ
ン
ド
と

交
流
し
た
い

他
地
域
の
バ
ン
ド
と

交
流
し
た
い

3
年
に
1
度
は

全
員
ク
ビ
に
な
る

3
年
に
1
度
は

全
員
ク
ビ
に
な
る

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が

持
つ
魅
力

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が

持
つ
魅
力

ジ
ャ
ズ
が
持
つ

暗
い
イ
メ
ー
ジ
を

変
え
た
い

ジ
ャ
ズ
が
持
つ

暗
い
イ
メ
ー
ジ
を

変
え
た
い
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Super  High  School   Session

第2回 第1回

第3回第4回

日時／７月２日（日）
午前１０時～午後３時４０分

Super High School Session（ＳＳＳ） 報告

日時／７月２８日（金）
午前１０時～午後３時４０分

Super High School Session（ＳＳＳ） 報告

日時／８月２０日（日）
午前10時～午後３時３０分

Super High School Session（ＳＳＳ） 報告

日時／８月２２日（火）
グループセッション 午前１０時～正午
アイデアコンクール 午後１時３０分～午後４時

ＳＳＳ・アイデアコンクール 報告

❶有識者による講演
　 岐阜県商工労働部労働雇用課　
　 管理調整監　清水 浩二 様
　「データから見た岐阜県の特徴と課題」
　 多治見まちづくり株式会社
　 ゼネラルマネージャー　小口 英二 様
　「『まちづくり』を自分の仕事に」
❷グループ研究
　岐阜大学教育学部の加藤直樹教授からアドバイス。

❶プレゼンテーション講習会
　日本福祉大学国際福祉開発学部 教授 影戸 誠 様
　「効果的なプレゼンテーションとは」
❷iMovieによるビデオ制作のために
　岐阜大学教育学部の加藤直樹教授から動画や画像の編集について説明。

❸グループ研究
❹グループ課題の発表
　岐阜大学の地域協学センターの先生方からアドバイス。

●グループ研究
「岐阜県の活性化～地域の課題を発見し、解決策を提案しよ
う！～」をテーマに企画書を作成。

●アイデアコンクール
地域の課題を解決するために練り上げたアイデアを各グループ
が発表。発表後、質疑応答と最優秀賞、優秀賞の発表。

○
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
た
だ
一
人
で
作
る
の
で
は
な
く
、

み
ん
な
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が
で
き
て

よ
か
っ
た
。ま
た
、発
表
原
稿
の
作
成
も
、直
し
た
方
が
よ

い
点
や
付
け
足
し
た
ら
よ
い
言
葉
な
ど
を
み
ん
な
で
出

し
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。大
学
生
の

方
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
的
確
で
と
て
も
助
か
っ
た
。

○
私
は
み
ん
な
よ
り
発
言
が
少
な
く
あ
ま
り
活
躍
で
き

て
い
な
か
っ
た
が
、今
回
は
自
分
の
得
技
を
パ
ソ
コ
ン
で

の
画
像
の
製
作
で
生
か
す
こ
と
が
で
き
た
。

○
先
日
、グ
ル
ー
プ
の
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
岐
阜
バ
ス
の

本
社
に
取
材
に
行
き
ま
し
た
。質
問
事
項
を
事
前
に
み
ん

な
で
考
え
て
準
備
し
て
い
っ
た
の
で
、ス
ム
ー
ズ
に
取
材

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
日
は
、そ
の
内
容
を
基
に
、今
ま
で
の
案
を
見
直
す
こ

と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

○
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
大
切
な
ポ
イ
ン
ト

を
多
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

の
作
成
に
力
を
入
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、表
情
を
し
っ

か
り
作
る
こ
と
や
話
す
技
術
・
語
り
か
け
る
技
術
も
大

切
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は 

“See Show
 Speak”

○
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
が
調
べ
た
情
報
を
持
ち
寄
っ
て
、深

い
話
し
合
い
が
で
き
た
。し
か
し
、課
題
発
表
の
と
き
、大

学
の
先
生
に
い
ろ
い
ろ
指
摘
い
た
だ
き
、ま
だ
ま
だ
詰
め

が
甘
い
点
が
あ
る
と
分
か
っ
た
の
で
、ま
た
グ
ル
ー
プ
で

話
し
合
っ
て
い
き
た
い
。

○
同
じ
課
題
で
も
人
に
よ
っ
て
見
方
が
異
な
り
、様
々
な

意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、自
分
の
中
で
も
新
し
い
発

見
が
あ
り
、と
っ
て
も
面
白
か
っ
た
。次
回
ま
で
に
現
地

調
査
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
て
、話
し
合
い
に
参
加
し

た
い
。

○
自
分
た
ち
の
住
む「
岐
阜
県
」を
、改
め
て
客
観
的
に

デ
ー
タ
で
見
た
が
、知
ら
な
か
っ
た
こ
と
や
誤
っ
て
認
識

し
て
い
た
こ
と
が
多
く
あ
っ
た
。現
状
を
知
る
こ
と
に
よ

り
、午
後
の
グ
ル
ー
プ
活
動
で
、岐
阜
の
課
題
・
問
題
に
つ

い
て
よ
り
深
く
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
た
。

○
街
を
活
性
化
す
る
た
め
の
会
社
で
働
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

方
の
話
を
聞
い
て
、県
や
市
町
村
を
よ
く
す
る
た
め
の
方
法

は
た
く
さ
ん
あ
り
、い
ろ
い
ろ
な
人
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。ま
た
、自
ら
考
え
て
行
動
す
る
と
い
う
当
た

り
前
の
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。行
動
す
る

こ
と
が
、全
て
の
研
究
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
と
思
っ
た
。

○
最
初
は
緊
張
し
た
け
ど
、大
学
生
の
方
が
ア
イ
ス
ブ
レ

イ
ク
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、す
ぐ
に
仲
良
く
な
り
、

と
て
も
よ
い
雰
囲
気
の
中
で
意
見
交
換
が
で
き
、楽
し

か
っ
た
。ま
た
、課
題
を
絞
っ
て
い
く
段
階
で
も
、大
学
生

の
方
に
手
助
け
し
て
い
た
だ
け
た
の
で
、う
ま
く
話
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
よ
か
っ
た
。

○
異
な
る
地
域
・
高
校
の
生
徒
が
集
ま
っ
た
か
ら
こ
そ
、

新
た
な
岐
阜
県
の
活
性
化
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア
が
た
く

さ
ん
出
た
と
思
う
。

短
期
間
の
活
動
だ
っ
た
け
れ
ど
、最
後
、し
っ
か
り
と
県

や
市
町
村
へ
の
提
案
を
ま
と
め
、発
表
で
き
て
よ
か
っ

た
。

○
ど
の
班
も
自
分
た
ち
で
足
を
運
ん
で
調
査
し
た
正
確

な
情
報
を
基
に
し
た
提
案
で
、と
て
も
よ
か
っ
た
。

各
班
の
高
校
生
に
で
き
る
こ
と
の
提
案
の
内
容
は
、本

当
に
自
分
で
も
で
き
そ
う
な
こ
と
ば
か
り
で
、や
っ
て
み

た
い
と
思
っ
た
。

○
他
の
グ
ル
ー
プ
の
発
表
は
、自
分
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
に

無
か
っ
た
発
想
や
提
案
が
あ
り
、と
て
も
よ
い
刺
激
に

な
っ
た
。

何
よ
り
、自
分
の
知
ら
な
い
岐
阜
県
の
部
分
に
つ
い
て
知

る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。

場 所

岐阜大学
参加生徒

３０人
（９校）

参
加
生
徒
の
感
想

参
加
生
徒
の
感
想

参
加
生
徒
の
感
想

参
加
生
徒
の
感
想

Super  High  School   Session

Super  High  School   Session

各
グ
ル
ー
プ
の
課
題

　
　
　
　  

（
テ
ー
マ
）

各
グ
ル
ー
プ
の
課
題

　
　
　
　  

（
テ
ー
マ
）

Sustainable Tou
rist Spots Devel

opment

～持続的に客を呼び
込む観光作り～Sustainable Tou
rist Spots Devel

opment

～持続的に客を呼び
込む観光作り～１班

岐阜市を観光名所に
するには

～高校生が隠れた名
所を発見～岐阜市を観光名所に
するには

～高校生が隠れた名
所を発見～2班

バス事業の現状
～高齢者が利用した

くなるバスへ～バス事業の現状
～高齢者が利用した

くなるバスへ～3班

岐阜を知る
～県民の県民による

県民のための情報サ
イト～岐阜を知る

～県民の県民による
県民のための情報サ

イト～4班

廃校イノベーション

～食と人から岐阜を
知る～廃校イノベーション

～食と人から岐阜を
知る～5班県立のスーパーハイスクール9校から意

欲のある生徒たちが集まり、互いの研究
成果を生かして連携し、自発的で自由な
アイディアを出し合いながら、新たな事
業展開につなげられる取組を実施。

スーパーグローバルハイスクール（SGH）
グローバルな社会課題、ビジネス課題を発見・解決できる人材の育成に取り組む高校

●大垣北高校　●岐阜商業高校 　●関高校　●多治見北高校　●斐太高校　

スーパーサイエンスハイスクール（SSH）
将来の国際的な科学技術関係人材を育成するための先進的な理数教育を実施する高校 

●恵那高校　●岐阜農林高校

スーパー・プロフェッショナル・ハイスクール（SPH）
高度な知識・技能を身に付けた専門的職業人の育成を図る先進的な取組を行う高校

●大垣桜高校　●岐阜工業高校

スーパーハイスクールセッション SSS
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金

勝
つ
秘
訣
は

勝
て
る
ま
で
や
り
続
け
る
こ
と

若
井
監
督
は
選
手
時
代
も
数
々
の
素
晴
ら

し
い
実
績
を
残
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
す
が
、

そ
ん
な
監
督
の
指
導
を
受
け
る
新
馬
場
選

手
は
、ご
自
身
の
変
化
を
ど
の
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
す
か
？

●
新
馬
場　

監
督
の
指
導
を
受
け
て
6
年
に

な
り
ま
す
が
、空
手
人
生
が
変
わ
り
ま
し
た
。

昔
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
か
ら
も
、「
よ
く
な
っ

東京オリンピックで

金メダル
て
い
る
な
」と
毎
年
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
ま

す
。周
囲
か
ら
も
成
長
し
た
と
認
め
て
も
ら
え

る
の
は
大
変
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。成
績
も
上

が
って
い
ま
す
か
ら
、技
術
も
伸
び
た
と
思
い
ま

す
が
、何
よ
り
人
と
し
て
成
長
で
き
た
と
実
感

し
て
い
ま
す
。

●
若
井　

昨
年
か
ら
チ
ー
ム
の
主
将
を
務
め
て

く
れ
て
い
る
の
で
す
が
、立
派
に
主
将
の
務
め

を
果
た
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。昨
年
1
年
間
で

技
術
も
そ
う
で
す
し
、人
間
的
に
も
大
き
く

成
長
し
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

若
井
監
督
か
ら
指
導
を
受
け
る
中
で
印
象

に
残
っ
て
い
る
言
葉
は
あ
り
ま
す
か
？

●
新
馬
場　
「
で
き
な
い
の
で
は
な
く
、で
き
る

ま
で
や
っ
て
い
な
い
」で
す
。以
前
の
私
は
、頭
の

中
で
、「
こ
れ
以
上
で
き
な
い
」と
思
っ
て
、あ
き

ら
め
て
い
た
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。で
も
、監
督

の
指
導
を
受
け
て
変
わ
り
ま
し
た
。で
き
な
い

こ
と
は
な
い
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

日
々
の
練
習
も
自
分
が
納
得
で
き
る
ま
で
と
こ

と
ん
突
き
詰
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
若
井　

あ
き
ら
め
が
早
い
ん
で
す
よ（
笑
）。

で
き
な
い
の
で
は
な
く
、で
き
る
ま
で
や
っ
て
い

な
い
か
ら
で
き
な
い
の
で
す
。勝
つ
秘
訣
は
、勝

て
る
ま
で
や
る
こ
と
で
す
。

●
新
馬
場　

後
輩
を
見
て
い
る
と
、か
つ
て
の
自

分
を
思
い
出
し
ま
す
。「
で
き
る
の
に
、な
ぜ
も
っ

と
や
ら
な
い
ん
だ
ろ
う
？
」。そ
う
思
え
る
よ
う

に
な
っ
た
の
も
、監
督
の
指
導
の
お
か
げ
で
す
。

国
体
で
優
勝
を
飾
っ
た
翌
日
に
、

突
き
放
さ
れ
る

新
馬
場
選
手
が
変
わ
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
転
機
は
、い
つ
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

●
若
井　

彼
が
入
部
し
た
年
、2
0
1
2
年

に
ぎ
ふ
清
流
国
体
が
開
催
さ
れ
て
、彼
は
国
体

初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。で
も
、内
容
は
散
々

た
る
も
の
で
し
た
。そ
れ
に
気
が
付
か
ず
、優

勝
し
た
こ
と
に
浮
か
れ
て
い
て
は
、彼
の
空
手
人

生
は
こ
こ
で
終
わ
って
し
ま
う
と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
彼
を
切
っ
た
ん
で
す
。こ
の
ま
ま
の
新
馬

場
な
ら
ば「
も
う
指
導
は
し
ま
せ
ん
」と
。私
は

勝
負
を
か
け
て
彼
を
試
し
ま
し
た
。

優
勝
し
た
の
に
突
き
放
さ
れ
る
と
は
厳
し

い
で
す
ね
。新
馬
場
選
手
に
と
っ
て
は
、

「
え
っ
！
な
ん
で
？
」と
い
う
感
覚
で
は
な

か
っ
た
の
で
す
か
？

●
新
馬
場　

そ
の
時
初
め
て
、人
と
し
て
の
ふ

る
ま
い
が
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
ま

し
た
。１
週
間
ぐ
ら
い
熟
慮
し
て
、「
も
う
一
度

お
願
い
し
ま
す
」と
頭
を
下
げ
ま
し
た
。

●
若
井　

そ
こ
か
ら
は
、伝
え
た
い
こ
と
が
ス

ト
レ
ー
ト
に
伝
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。彼

を
最
初
に
見
た
時
、本
当
に
世
界
を
狙
え
る
選

手
だ
と
思
い
ま
し
た
。た
だ
、ス
ポ
ー
ツ
は
よ
く

心
技
体
と
い
わ
れ
ま
す
が
、技
術
は
も
ち
ろ
ん

必
要
で
、そ
れ
に
見
合
う
体
力
も
必
要
で
す
。

そ
し
て
何
よ
り
も
強
靭
な
心
が
必
要
で
す
。人

間
力
な
く
し
て
、競
技
力
向
上
な
し
。こ
れ
は

私
自
身
が
身
に
染
み
て
感
じ
て
き
た
こ
と
で

す
。彼
を
見
て
、心
の
部
分
が
足
り
な
い
。人
と

し
て
の
器
が
小
さ
け
れ
ば
吸
収
で
き
る
も
の
も

小
さ
い
。器
を
大
き
く
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
っ
た
の
で
す
。あ
れ
以
来
、目
を
見
張
る
よ
う

な
成
長
を
見
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

世
界
3
位
で
も

出
場
で
き
な
い
分
厚
い
壁

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
、あ
と
2
年
。

ず
ば
り
出
場
の
見
込
み
は
ど
う
で
す
か
？

●
若
井　

現
在
、彼
は
世
界
ラ
ン
ク
3
位
で

す
。出
場
選
手
枠
は
10
で
、世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
4

位
ま
で
は
選
出
さ
れ
ま
す
。普
通
な
ら
出
場
で

き
る
は
ず
で
す
が
、現
在
の
ラ
ン
キ
ン
グ
2
位
は

日
本
人
の
喜
友
名
諒
選
手
で
す
。1
カ
国
で
出

場
で
き
る
の
は
1
人
と
決
ま
って
い
ま
す
か
ら
、

世
界
ラ
ン
ク
3
位
で
あ
り
な
が
ら
、現
在
の
ま

ま
で
は
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。

厳
し
い
世
界
で
す
ね
。

●
若
井　

は
い
。昨
年
12
月
、全
日
本
空
手
道

選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。5
年
連
続

同
じ
カ
ー
ド
で
、彼
は
5
年
連
続
で
準
優
勝
、

喜
友
名
選
手
が
6
連
覇
を
飾
り
ま
し
た
。国

際
大
会
で
も
だ
れ
に
も
負
け
な
い
彼
が
た
だ

唯
一
、喜
友
名
選
手
だ
け
に
負
け
て
い
る
の
で

す
。監

督
を
超
え
る
こ
と
が
、

最
高
の
恩
返
し
に
な
る

大
変
厚
い
壁
で
す
が
、喜
友
名
選
手
を
超
え

た
い
で
す
ね
。

●
新
馬
場　

は
い
。た
だ
、昨
年
も
負
け
ま
し

た
が
、気
持
ち
は
大
き
く
変
わ
って
い
ま
す
。以

前
は
負
け
て
い
る
の
で
ラ
イ
バ
ル
視
す
る
気
持

ち
が
強
か
っ
た
で
す
。も
ち
ろ
ん
今
で
も
ラ
イ
バ

ル
に
変
わ
り
は
な
い
の
で
す
が
、昨
年
は
尊
敬

と
感
謝
の
気
持
ち
を
も
って
戦
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。自
分
の
レ
ベ
ル
が
向
上
し
た
の
も
喜

友
名
選
手
の
存
在
が
あ
る
か
ら
で
す
。そ
こ
に

気
づ
か
せ
て
く
れ
た
の
が
監
督
で
す
。

●
若
井　

彼
の
気
持
ち
は
よ
く
わ
か
る
ん
で

す
。自
分
も
通
っ
て
き
た
来
た
道
で
す
か
ら
。

5
年
間
負
け
続
け
る
。普
通
な
ら
あ
き
ら
め

ま
す
よ
。精
神
的
に
も
相
当
こ
た
え
る
は
ず
で

す
。で
も
1
0
0
回
戦
っ
て
負
け
る
か
も
し
れ

な
い
け
ど
、1
0
1
回
目
で
勝
て
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。彼
は
決
し
て
あ
き
ら
め
ま
せ
ん
。昨

年
の
全
日
本
選
手
権
大
会
も
優
勝
を
逃
し
ま

し
た
が
、試
合
内
容
は
充
実
し
て
い
ま
し
た
。こ

こ
に
来
て
、伸
び
る
ベ
ク
ト
ル
が
グ
ン
と
上
が
って

い
ま
す
。平
日
は
仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
夜
遅

く
ま
で
稽
古
、休
み
の
日
も
朝
か
ら
晩
ま
で
稽

古
。道
場
で
黙
々
と
自
分
の
技
を
研
究
し
、反

復
練
習
し
て
い
ま
す
。そ
ん
な
姿
を
見
て
い
ま

す
か
ら
、な
ん
と
か
彼
の
夢
を
か
な
え
て
あ
げ

た
い
と
思
って
い
ま
す
。

新
馬
場
選
手
、ぜ
ひ
夢
を
つ
か
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
新
馬
場　

は
い
。私
に
と
って
、空
手
は
自
分

ら
し
く
い
ら
れ
る
、自
分
と
向
き
合
え
る
存
在

で
す
。試
合
は
、今
ま
で
や
って
き
た
練
習
だ
け

で
な
く
、私
生
活
の
す
べ
て
が
出
る
も
の
だ
と

思
って
い
ま
す
。監
督
は
世
界
選
手
権
4
連
覇

を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、オ
リ
ン
ピッ
ク
が
正
式
種

目
に
採
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、オ
リ
ン
ピッ

ク
の
金
メ
ダ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
。監
督
を
超
え

る
こ
と
が
、最
高
の
恩
返
し
に
な
る
と
思
って
い

ま
す
。こ
れ
か
ら
も
夢
に
向
か
っ
て
挑
み
続
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。こ
れ
か
ら
も
応

援
し
て
い
ま
す
。本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

新
馬
場
一
世
さ
ん

新
馬
場
一
世
さ
ん

西
濃
運
輸 

空
手
道
部 
主
将

西
濃
運
輸 

空
手
道
部 
主
将

若
井
敦
子
さ
ん

若
井
敦
子
さ
ん

西
濃
運
輸 

空
手
道
部 

監
督

西
濃
運
輸 

空
手
道
部 

監
督

2020年東京オリンピックでは
空手道が正式種目に採用されました。
オリンピックで金メダルをとることを目標に、
日々厳しい練習に取り組んでいるのが、
世界空手道選手権4連覇を達成し、
ギネス世界記録を持つ西濃運輸空手道部監督の
若井敦子さんと主将の新馬場一世さんです。
オリンピック出場に向けて、
しっかり結ばれた深い絆で挑むお二人を紹介します。

～夢に向かって
挑み続ける～
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飛
騨
と
ら
ふ
ぐ
の
養
殖
を
手
掛
け
る
の
は
、

飛
騨
海
洋
科
学
研
究
所
の
深
田
哲
司
さ
ん
で

す
。介
護
や
ア
パ
レ
ル
関
係
に
従
事
し
て
き
た

深
田
さ
ん
は
、実
は
大
の
釣
り
キ
チ
。魚
を
飼

う
こ
と
に
昔
か
ら
興
味
が
あ
り
、釣
り
好
き

だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、「
釣
り
堀
を
作
っ
て
み

た
い
」「
養
殖
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
」と

〝
遊
び
の
レ
ベ
ル
〞で
始
め
た
の
が
9
年
前
で
し

た
。始
め
て
み
る
と
、鯛
や
鮃
の
養
殖
は
思
い
の

ほ
か
順
調
に
行
き
ま
し
た
。た
だ
、海
の
養
殖

と
異
な
り
、陸
上
養
殖
は
設
備
の
導
入
費
用

や
電
気
代
な
ど
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
た
め
、採

算
ベ
ー
ス
に
は
合
い
ま
せ
ん
。そ
こ
で
取
引
価
格

が
比
較
的
高
い
と
ら
ふ
ぐ
の
養
殖
に
挑
戦
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、こ
こ
か
ら
が
苦
難
の
連
続
。3
年

間
、成
果
が
出
な
か
っ
た
の
で
す
。そ
れ
で
も
、

深
田
さ
ん
の
挑
戦
は
続
き
、水
質
に
問
題
が

あ
る
こ
と
を
発
見
。開
発
当
初
は
1
0
0
匹

育
て
て
1
匹
育
つ
か
ど
う
か
と
い
う
レ
ベル
だ
っ

た
も
の
が
、現
在
は
歩
留
ま
り
率
7
割
に
ま

で
引
き
上
げ
る
こ
と
に
成
功
。2
0
1
3
年

深
田
哲
司
さ
ん

株
式
会
社
飛
騨
海
洋
科
学
研
究
所

地域おこしの起爆剤として
注目度を集める山里育ちの

飛騨市古川町是重2－2－8
TEL:0577－73－7006
http://hidatorafugu.com

飛騨海洋科学研究所
株式会社
■問い合わせ

か
ら
本
格
的
な
出
荷
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま

す
。と
ら
ふ
ぐ
の
養
殖
は
成
功
例
が
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。そ
れ
で
も
独
学
で
生
き
て
き
た

と
い
う
深
田
さ
ん
の
探
求
心
が
揺
ら
ぐ
こ
と

は
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。「
成
功
例
が
な
い
わ
け

で
す
か
ら
、聞
く
人
が
い
な
い
わ
け
で
す
。私

自
身
の
考
え
方
も
日
々
変
わ
り
ま
す
。『
今
度

は
、こ
の
方
法
で
試
し
て
み
よ
う
』と
い
う
試
行

錯
誤
の
日
々
で
し
た
。ト
ン
ネ
ル
を
手
で
掘
っ
て

い
る
よ
う
な
も
の
で
し
た
」と
当
時
を
振
り

返
って
く
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、飛
騨
と
ら
ふ
ぐ
を
食
べ
る
こ
と
が
で

き
る
店
舗
は
飛
騨
市
内
に
8
店
舗
。昨
年
、

K
I
T
T
E
名
古
屋
内
に
飛
騨
と
ら
ふ
ぐ
を

食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
お
店
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
が
、基
本
的
に
は
飛
騨
市
内
だ
け
に
限

定
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
も
百
貨
店
な
ど
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、丁

重
に
お
断
り
し
て
い
る
そ
う
で
す
。そ
こ
に
は
、

「
飛
騨
市
に
足
を
運
ん
で
食
べ
て
も
ら
い
た
い
。

飛
騨
と
ら
ふ
ぐ
に
よ
っ
て
、飛
騨
の
交
流
人
口

が
増
え
る
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば
」と
い
う
、地
域

お
こ
し
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
深
田
さ
ん
の
思

い
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

飛
騨
と
ら
ふ
ぐ
の
魅
力
は
、コ
リ
コ
リ
し
た

食
感
と
甘
み
に
あ
り
ま
す
。生
体
分
子
計
測

研
究
所
に
よ
る
、お
い
し
さ
分
析
結
果
報
告

書
で
は
、他
県
の
と
ら
ふ
ぐ
よ
り
は
る
か
に
高

く
、数
値
で
も
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。お
い
し

さ
の
秘
訣
は
企
業
秘
密
と
い
う
こ
と
で
、詳
細

は
紹
介
で
き
ま
せ
ん
が
、ス
ト
レ
ス
を
与
え
な

い
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
そ
う
で
す
。元
々
、と

ら
ふ
ぐ
は
真
っ
白
の
魚
で
す
。で
も
、ス
ト
レ
ス

を
与
え
る
と
体
中
に
血
が
回
り
、赤
く
染
ま

り
ま
す
。と
ら
ふ
ぐ
は
獰
猛
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

も
あ
る
よ
う
で
す
が
、深
田
さ
ん
の
と
こ
ろ
で

育
て
ら
れ
て
い
る
と
ら
ふ
ぐ
は
、と
て
も
人
懐
っ

こ
い
で
す
。養
殖
し
て
い
る
水
槽
を
案
内
し
て

も
ら
い
ま
し
た
が
、深
田
さ
ん
が
寄
っ
て
い
く

と
、と
ら
ふ
ぐ
も
心
地
よ
さ
そ
う
に
泳
ぎ
な
が

ら
ス
ー
ッ
と
集
ま
っ
て
き
ま

す
。ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
環

境
で
育
て
る
こ
と
で
、人

が
近
寄
っ
て
も
逃
げ
た
り

せ
ず
、逆
に
近
寄
って
く
る

の
で
す
。そ
の
た
め
、身
は

透
け
る
よ
う
に
白
く
、甘

み
た
っ
ぷ
り
の
プ
リ
プ
リ
し

た
、と
ら
ふ
ぐ
と
し
て
成

長
す
る
の
で
す
。

　

開
発
か
ら
9
年
を
経
過
し
、飛
騨
と
ら
ふ

ぐ
を
目
当
て
に
飛
騨
市
を
訪
れ
る
観
光
客
は

着
実
に
増
加
を
見
せ
て
い
ま
す
。そ
の
変
化

は
、開
発
当
初「
こ
こ
ま
で
注
目
さ
れ
る
と
は

思
って
も
み
な
か
っ
た
」と
語
る
深
田
さ
ん
の
想

像
を
超
え
て
い
ま
す
。近
年
は
赤
潮
の
大
量

発
生
に
よ
る
被
害
が
大
き
く
、養
殖
業
者
が

減
少
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、と
ら
ふ
ぐ
の
陸

上
養
殖
に
成
功
し
た
深
田
さ
ん
の
も
と
に
は

多
く
の
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、近
畿
大
学
で
生
ま
れ
た
稚
魚
を
育
て

て
い
ま
す
が
、深
田
さ
ん
は
す
で
に
孵
化
試
験

も
始
め
て
い
ま
す
。生
ま
れ
も
育
ち
も
飛
騨
の

山
と
呼
べ
る
飛
騨
と
ら
ふ
ぐ
を
開
発
す
る
べ

く
、深
田
さ
ん
の
研
究
は
こ
れ
か
ら
も
続
い
て

い
き
ま
す
。

近畿大学で生まれた稚魚を、
飛騨のミネラル豊富な地下水を利用し、
大きく育てたものが「飛騨とらふぐ」。

コリコリ感と甘みたっぷりの身がおいしいと評判で、
飛騨とらふぐを目当てに遠方から
足を運ぶ人が増えています。

海のない岐阜県発の飛騨とらふぐの
魅力を紹介します。

お
い
し
さ
の
秘
訣
は

ス
ト
レ
ス
の
な
い
環
境

生
ま
れ
も
育
ち
も
飛
騨
の

と
ら
ふ
ぐ
を
開
発
し
た
い

試
行
錯
誤
の
日
々
が
続
い
た

苦
難
の
3
年
間

飛
騨
と
ら
ふ
ぐ
で

地
域
お
こ
し
に
貢
献
し
た
い

趣
味
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
養
殖
事
業
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ココロが通う
田舎暮らし

伊自良湖へ向かって、のんびり車を走らせると柿渋染め商品を扱う
「柿ZANMAI」があります。神奈川県から山県市に移り住んで４年、
山県市に来て出会った奥様と結婚し、２人のお子さんにも恵まれて、
にぎやかな毎日を送る金子さん家族の暮らしぶりを紹介します。

岐阜県山県市平井51－5
TEL:090－7225－9606
http://kaki-zanmai.com/

柿ZANMAI

　

取
材
当
日
は
、お
子
さ
ん
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
か
か
っ
て
し
ま
い
、残
念
な
が
ら
奥
様
と
お

子
さ
ん
の
お
顔
を
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、金
子
さ
ん
は
4
人
家
族
。柿

渋
染
め
商
品
の
工
房
兼
店
舗
で
あ
る「
柿

Z
A
N
M
A
I
」の
近
く
に
一
軒
家
を
借
り

て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

金
子
さ
ん
が
山
県
市
に
移
住
し
た
の
は
4

年
前
。そ
れ
ま
で
は
出
身
地
で
あ
る
神
奈
川
県

の
大
手
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
に
勤
務
し
て
い
ま
し

た
。「
仕
事
は
充
実
し
て
い
ま
し
た
。で
も
、幸

福
感
は
感
じ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。幼
少
時
代

の
地
元
は
、ま
だ
ま
だ
田
舎
で
、山
や
川
で
遊

ん
だ
記
憶
が
あ
り
ま
す
。で
も
、今
は
開
発
が

進
ん
で
住
宅
街
に
な
り
ま
し
た
。も
っ
と
自
然

に
ふ
れ
た
い
、人
間
ら
し
い
生
き
方
が
し
た
い
と

思
っ
て
、長
期
休
暇
の
度
に
自
然
の
豊
か
な
ま

ち
へ
出
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」と
金
子

さ
ん
。そ
の
頃
か
ら
、「
家
庭
を
持
って
、子
ど
も

を
育
て
る
な
ら
田
舎
で
育
て
た
い
」と
思
う
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

4
年
前
、山
県
市
で
は
柿
渋
を
活
用
し
た

特
産
品
開
発
の
担
い
手
を
募
集
し
ま
し
た
。

「
自
分
が
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
と
マ
ッ

チ
し
た
」と
い
う
金
子
さ
ん
は
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
応
募
し
、山
県
市
に
移
住
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

柿
渋
の
原
料
に
な
る
伊
自
良
大
実
柿
は
伊

自
良
北
部
に
し
か
存
在
し
な
い
珍
し
い
柿
で
、

飛
騨
美
濃
伝
統
野
菜
に
も
認
証
さ
れ
て
い
ま

す
。現
在
は
、す
だ
れ
の
よ
う
に
吊
り
下
げ
て

干
す〝
連
柿
〞が
冬
の
風
物
詩
と
し
て
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
が
、
50
年
ほ
ど
前
ま
で
は
食
用

と
し
て
の
干
し
柿
よ
り
も
、柿
渋
を
使
っ
た
染

め
に
も
大
き
な
需
要
が
あ
り
ま
し
た
。和
傘
や

魚
網
な
ど
に
柿
渋
を
塗
る
こ
と
で
強
度
が
増

す
こ
と
か
ら
、利
用
さ
れ
る
機
会
が
多
か
っ
た

そ
う
で
す
。し
か
し
、化
学
製
品
の
登
場
に
よ

り
行
き
場
を
失
って
い
ま
し
た
。

　

現
在
、伊
自
良
大
実
柿
を
栽
培
す
る
農
家

は
約
30
軒
。し
か
し
高
齢
化
が
進
み
、担
い
手

不
足
は
深
刻
で
す
。金
子
さ
ん
は
、「
地
域
の
宝

で
あ
る
伊
自
良
大
実
柿
を
大
切
に
守
り
、受

け
継
い
で
い
き
た
い
」と
の
思
い
か
ら
、「
伊
自
良

大
実
柿
連
合
会
」を
立
ち
上
げ
、放
置
さ
れ
て

い
る
柿
の
手
入
れ
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、新

た
な
栽
培
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

柿
渋
は〝
最
強
の
タ
ン
ニ
ン
〞と
も
呼
ば
れ
、

そ
の
含
有
量
は
ワ
イ
ン
の
約
20
倍
と
い
わ
れ
ま

す
。抗
酸
化
作
用
に
優
れ
、消
臭
・
抗
菌
作
用

も
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、近
年
は
シ
ャ
ン

プ
ー
に
使
用
さ
れ
る
な
ど
商
品
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。金
子
さ
ん
の
元
に
は
、柱
や
壁
な
ど
の

建
材
に
柿
渋
を
塗
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
住
宅
会

社
か
ら
の
塗
装
依
頼
が
す
で
に
届
く
な
ど
、新

し
いニ
ー
ズ
も
着
実
に
広
が
って
い
ま
す
。

　

中
で
も
金
子
さ
ん
が
力
を
入
れ
て
い
る
の

が
、柿
渋
染
め
を
活
用
し
た
生
活
雑
貨
の
開

発
で
す
。県
内
の
紡
績
工
場
と
協
力
関
係
を

結
び
、靴
下
、タ
オ
ル
、枕
カ
バ
ー
な
ど
様
々
な

柿
渋
染
め
ア
イ
テ
ム
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。「
山
県
市

の
伊
自
良
大
実
柿
と
岐
阜
県
の
紡
績
技
術
と

い
う
岐
阜
で
し
か
で
き
な
い
商
品
を
開
発
し

て
、地
域
お
こ
し
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
」

と
語
り
、こ
れ
か
ら
目
指
す
大
き
な
夢
に
思
い

を
は
せ
て
い
ま
す
。

　
「
最
初
、こ
の
平
井
地
区
に
来
て
案
内
し
て

も
ら
っ
た
の
が
、柿
畑
で
し
た
。冬
で
実
も
す
っ

か
り
落
ち
て
い
ま
し
た
が
、四
方
を
柿
の
木
に

埋
め
尽
く
さ
れ
た
風
景
に
感
動
し
ま
し
た
。あ

の
光
景
が
大
好
き
で
、そ
の
と
き
に
感
じ
た
想

い
は
今
も
忘
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。昔
は
、

柿
の
木
も
も
っ
と
多
く
て
、最
盛
期
に
な
る
と

こ
の
地
域
一
帯
が
オ
レ
ン
ジ
色
に
染
ま
っ
た
そ

う
で
す
」と
金
子
さ
ん
。第
2
の
ふ
る
さ
と
と

し
て
選
ん
だ
平
井
地
区
で
は
、地
域
に
も
す
っ

か
り
溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。「
み
な
さ
ん
本
当
に

暖
か
く
迎
え
入
れ
て
く
れ
て
、平
井
の
お
父
さ

ん
と
慕
う
頼
れ
る
存
在
も
い
て
、と
て
も
居
心

地
よ
く
暮
ら
せ
て
い
ま
す
」と
の
こ
と
。住
民
か

ら
も
伊
自
良
大
実
柿
の
伝
承
は
も
と
よ
り
、地

域
の
こ
れ
か
ら
を
支
え
る
貴
重
な
若
手
人
材

と
し
て
大
き
な
期
待
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ま
る
で
親
バ
カ
で
す
が
、伊
自
良
大
実
柿
が

大
好
き
な
ん
で
す
。干
し
柿
で
も
、う
ち
の
柿

が
一
番
お
い
し
い
と
本
気
で
思
って
い
ま
す
。担
い

手
を
増
や
す
た
め
に
も
、こ
こ
に
も
っ
と
人
を
呼

び
た
い
ん
で
す
。そ
の
た
め
に
は
雇
用
を
作
ら
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
」と
金
子
さ
ん
。柿
を
活
用
し

て
新
し
い
産
業
を
生
み
出
す
。金
子
さ
ん
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
は
ま
だ
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
。金
子
さ

ん
の
夢
に
向
か
って
の
挑
戦
す
る
姿
を
こ
れ
か
ら

も
見
守
り
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

35 34



3637

講演会・セミナーのご案内
特定非営利活動法人 ぎふ・プロジェクトネットワークでは、
様々な分野でご活躍の講師による講演会・セミナー・勉強会をご紹介しています。
毎日の暮らしに役立つ幅広いジャンルの講演会・セミナーを開催することができます。

講演会については、お気軽にご連絡ください。ご説明をいたします。
特定非営利活動法人  ぎふ・プロジェクトネットワーク

Tel:058-237-6222 Fax:058-237-7509 または E-Mail:info@gifu42.net までご連絡下さい。
〒502-0003 岐阜県岐阜市三田洞東1-20-3

P
T
A
母
の
会
、

企
業
向
け
研
修
会
、

医
療
従
事
者
・
看
護
学
校
向
け
研
修
会
な
ど
、

幅
広
い
分
野
で
講
演
会
を
実
施
。

年
間
1
、0
0
0
名
以
上
の

が
ん
患
者
の
サ
ポ
ー
ト
の
傍
ら
、

精
力
的
に
講
演
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

金
融
機
関
、

葬
儀
社
な
ど
で
の
セ
ミ
ナ
ー
や
、

行
政
書
士
会
や
司
法
書
士
会
、

日
本
F
P
協
会
な
ど
専
門
家
向
け
の

支
部
研
修
な
ど

年
50
回
を
超
え
る
講
演
実
績
が
あ
り
、

「
お
金
の
終
活（
す
ば
る
舎
）」の

著
者
で
も
あ
り
ま
す
。

加藤 千恵子さんNPO法人
テッテルーチェ  理事長

【講演概要】

「がん」を正しく知る。
そして「がん」から命を救う食事と生活術を理解する。
～健康プロジェクト～

【講演概要】

「相続」を「争続」にしないために、
そして後悔のない「終活」のために

■日本人の2人にひとりが「がん」にかかる時代ですが正しい
知識を知る機会はほとんどありません。そこで「がん」は誰
にでもかかる可能性があることを意識づけ、「がん」健診率
の向上を目指します。
■自分が「がん」になったらどう対するのか、人生や生活につ
いて考えるきっかけを作ります。
■「がん」に対する知識を得ることにより、むやみに怖がった
り、誤解や偏見をなくしていきます。

2010年９月に左乳がんになり、翌月、皮下乳腺全摘出同時再建手術を行う。が
んになり失意と絶望の中、病院探しに難航した経験から、同じ経験を持つ人を
救いたいと乳がん患者会を設立し、現在は月5回の患者会、全国無料相談会、
イベントや講演会を通し年間1,000名以上の患者サポートを行っている。がんに
なって学んだことは、限りある命を憂うのではなく、健康であることのありがたさ、
人への感謝の気持ち、チャレンジする精神などであり、これらを講演を通して多く
の方に広めている。

山田 和美さんなごみ行政書士事務所
なごみ相続サポートセンター  所長

プロフィールプロフィール

■超高齢化社会の中、相続に関する問題を抱えている人が
増加しているにも関わらず、「相続で困るのは一部のお金
持ちだけなので、うちは関係ない」と自己判断している人が
多いのが現状です。
■その結果、家族が争ってしまったり、手続きが煩雑になって
しまったりするケースが散見されます。
■生前元気なうちであれば、ほとんどの問題に対して策を打
つことは可能であり、その対策法をお伝えします。

1986年愛知県稲沢市生まれ。大学卒業後、名古屋市内の
名南コンサルティングネットワークに就職。相続手続・遺言作
成サポート業務を専門に行った後、税理士法人に転籍し、
2014年3月、愛知県一宮市で独立開業。税理士、司法書士
など各専門家とチームを組み、総合的な相続サポートを行っ
ている。相続に関する相談は、年100件を超え、講演は年間
50回ほど行っている。「お金の終活」（すばる舎）著者。

お気軽に
お問い合わせ
ください。

お問い
合わせ

イ
ベ
ン
ト
会
場

三田洞弘法

地
域
に
身
近
な

“

三
田
洞
の
弘
法
さ
ん”

や
す
ら
ぎ
あ
ふ
れ
る
環
境
の
中
、

　
　
　
　
　
と
し
て
も
開
放

　
美
濃
三
弘
法
の
1
つ
で
、"三
田
洞
の
弘

法
さ
ん
‶
と
し
て
親
し
ま
れ
る「
三
田
洞
弘

法
」は
西
暦
8
1
6
年
創
建
。岐
阜
市
指

定
名
勝
に
も
な
っ
て
い
る
池
泉
回
遊
式
庭

園
に
は
睡
蓮
の
花
が
咲
き
、大
き
な
鯉
が

泳
ぎ
、ゆ
っ
た
り
と
散
策
し
て
い
る
だ
け
で

心
が
ホ
ッ
と
癒
さ
れ
ま
す
。さ
く
ら
、新
緑
、

も
み
じ
な
ど
四
季
を
通
じ
た
境
内
の
美
し

さ
は
見
事
で
、四
季
を
通
じ
て
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。ま
た
弘
法
大
師
が
植
え

た
と
い
う
菩
提
樹
が
あ
り
、岐
阜
市
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
境
内
の
建
物
は
本
堂
の
ほ
か
に
不
動

堂
、太
子
堂
、鐘
楼
、稲
荷
堂
、庫
裡
と
優

雅
な
茶
室
を
備
え
、庫
裡
で
は
、菜
め
し
、

で
ん
が
く
、精
進
料
理
な
ど
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。日
常
の
喧
騒
を
忘
れ
さ

せ
て
く
れ
る
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
、の

ん
び
り
と
し
た
ひ
と
と
き
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
す
ぐ
近
く
に
は
、岐
阜
市
の
温
泉
施
設

で
あ
る「
三
田
洞
神
仏
温
泉
」や
、「
な
が
ら

川
ふ
れ
あ
い
の
森
」も
あ
る
自
然
豊
か
な

場
所
で
す
。森
林
浴
や
ハ
イ
キ
ン
グ
に
親
し

ん
だ
後
、美
し
い
庭
を
眺
め
な
が
ら
菜
め

し
、で
ん
が
く
に
舌
鼓
を
打
ち
、温
泉
で
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
。心
身
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る

一
日
が
過
ご
せ
そ
う
で
す
。

　
"弘
法
さ
ん
‶
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て

ほ
し
い
と
い
う
林
清
弘
住
職
の
思
い
か
ら
、

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
講
演
会
、講
習
会
な
ど

自
由
に
使
っ
て
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
会
場

と
し
て
も
開
放
。心
地
よ
い
風
が
流
れ
、美

し
い
四
季
折
々
の
景
観
が
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
る
、い
つ
も
と
は
少
し
雰
囲
気
の
違
う

イ
ベン
ト
開
催
の
拠
点
と
し
て
も
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

◇でんがく・菜めし・小鉢・汁物 800円
（火曜・水曜は休み。祝日の場合は利用できます）
◇精進料理 2,000～3,000円（要予約）

イベントコンサート風景

お昼の
お食事

岐阜市三田洞131
TEL．058-237-3812
FAX．058-237-7480

【アクセス】
JR岐阜駅または
名鉄岐阜駅から
岐阜バス
■岐阜高富線
■茜部三田洞線
「三田洞」下車、
徒歩10分

駐車場
あり



すばらしい明日をつくるすばらしい明日をつくる

地元とともに

ご来賓の市町村長他の方々

吉村会長の挨拶

野村さんによる三味線演奏古田知事による来賓あいさつの模様

個人
会員 年会費2,000円 法人

会員 年会費30,000円

東京岐阜県人会入会のご案内

入会案内
http://apgifu.net/information.html

お問い合わせ
gifukenjin-tky@poppy.ocn.ne.jp

東京岐阜県人会HP
http://apgifu.net/

　平成29年11月21日（火）午後6時から、千代田区飯田橋（九段下）のホテルグランドパ
レスにおいて、東京岐阜県人会平成29年度総会及び懇親会が開催されました。
総会では、吉村会長から「現在、東京岐阜県人会では、多くの若い方に入会いただきたい
と考えている。本日ご来場の皆様にも、当会の素晴らしさを周りの若い人に教えてあげて
欲しい」との挨拶がありました。
　総会開催後の午後6時30分からは、恒例となった懇親会を開催。県人会会員のほか、
古田岐阜県知事や村下岐阜県議会議長、県選出国会議員や県内市町村長など、総勢約
２６０名もの岐阜県ゆかりの方々が集い、盛大な会となりました。
　今年のメインゲストは、平成28年の第4回津軽三味線全国大会で優勝されました、関
ケ原町ご出身の津軽三味線奏者・野村㤗文さん。当日は、津軽じょんから節や秋田荷方節
をご披露いただき、会場は大変盛り上がりました。「東京オリンピックの開会式で千人大合
奏を実現したい」との野村さんの夢を是非とも後押ししたいものです。

　今年も会場となるホテルには、特別に岐阜県産の食材を使った料理を沢山提供していただき、加えて飛騨牛のローストビー
フ（馬喰一代提供）にみたらし団子、五平餅、ボーノポークジャーキーなどを持ち込み、例年に負けない郷土色豊かな料理や地
酒が振る舞われました。県産品の販売コーナーには、県下各地の特産品が並べられ、県出身者の郷愁を誘い相変わらずの盛
況さでした。地元市町村からいただいた富有柿、お米、お茶等をお土産に午後8時30分、余韻を残しながら懇親会はお開きと
なりました。
　まだ総会・懇親会に参加されたことのない方は、是非来年度はご参加ください！

　東京岐阜県人会は、岐阜県の食や文化、会員同士のつな
がりを大切にし、楽しい各種活動を行っています。また、こ
の会をきっかけに様々な人的ネットワークも構築できます。
　先ほどご紹介した東京岐阜県人会懇親会で演奏いただ
いた津軽三味線奏者・野村さんは、会場に居合わせた市長
さんの目に留まり、早速次の活動の道も拓けたそうです。
　会の主な活動は、総会や懇親会といった会員全体が集ま
る活動のほか、会員会報誌「ギフネット」の発行、ゴルフや囲
碁などの趣味の会、女性だけで活発な活動を行うレディー
ス倶楽部などなど…。
　年末には若手会員増に向けたクリスマスパーティーも開
催するなど、様々な活動を展開しています。ぜひ皆さんも
お知り合いの方をご紹介ください！よろしくお願いします。

　東京岐阜県人会は、岐阜県の食や文化、会員同士のつな
がりを大切にし、楽しい各種活動を行っています。また、こ
の会をきっかけに様々な人的ネットワークも構築できます。
　先ほどご紹介した東京岐阜県人会懇親会で演奏いただ
いた津軽三味線奏者・野村さんは、会場に居合わせた市長
さんの目に留まり、早速次の活動の道も拓けたそうです。
　会の主な活動は、総会や懇親会といった会員全体が集ま
る活動のほか、会員会報誌「ギフネット」の発行、ゴルフや囲
碁などの趣味の会、女性だけで活発な活動を行うレディー
ス倶楽部などなど…。
　年末には若手会員増に向けたクリスマスパーティーも開
催するなど、様々な活動を展開しています。ぜひ皆さんも
お知り合いの方をご紹介ください！よろしくお願いします。

東京岐阜県人会入会のご案内

～ 平成29年度総会・懇親会を開催 ～
岐 阜 県 庁

岐 阜 県 市 長 会

岐阜県商工会議所連合会

日 本 青 年 会 議 所

岐阜観光コンベンション協会

岐 阜 県 医 師 会

岐 阜 県 薬 剤 師 会

十 六 銀 行

岐 阜 信 用 金 庫

東 濃 信 用 金 庫

岐 阜 商 工 信 用 組 合

岐阜県中小企業団体中央会

岐阜県キャンプ場連絡協議会

F C 岐 阜

岐阜県レクリエーション協会

岐 阜 県 教 育 委 員 会

岐 阜 県 町 村 会

岐阜県商工会連合会

岐 阜 県 観 光 連 盟

岐阜県市町村振興協会

岐 阜 県 歯 科 医 師 会

岐阜県信用保証協会

大 垣 共 立 銀 行

関 信 用 金 庫

大 垣 西 濃 信 用 金 庫

岐 阜 県 弁 護 士 会

J A 全 農 岐 阜

岐阜県旅館ホテル生活衛生同業組合

岐 阜 県 の 道 の 駅

東 京 岐 阜 県 人 会

アンケートにお答えいただいた方に、抽選で

「5名様にquoカード1,000円分」をプレゼント！

協力団体・組織

※皆さまからの個人情報は、よりよい誌面づくりとプレゼント発送のためにのみ使用し、それ以外には使用をいたしません。

よりよい誌面づくりのために、アンケートにご協力下さい！

【応募方法】

「官製はがき」か「E-Mail」にてお送り下さい。
・質問の〇数字の後に、その答えをご記入下さい。
・返信には、郵便番号、住所、氏名、年齢、性別を必ずご記入下さい。

■官製ハガキにてお送りいただく場合
送付先：〒502-0003　岐阜県岐阜市三田洞東1丁目20番3号

NPO法人 ぎふ・プロジェクトネットワーク　本部事務局 宛て

■E-Mailにてお送りいただく場合
送付アドレス：info@gifu42.net　まで

□応募期限：2018（平成30）年5月5日（到着分）
当選者発表は、プレゼント品の発送をもってかえさせていただきます。

【アンケート項目】

「Genki! ぎふ」第5号（vol.5）をどこでご覧になられましたか

興味を持った記事はありましたか。掲載ページでお答え下さい

どのような理由で興味を持ちましたか

興味の持てなかった記事はありましたか。掲載ページでお答え下さい

どのような理由で興味が持てませんでしたか

今後とりあげてほしい情報があればご記入下さい

感想をご自由にお書き下さい

2
3
4
5
6
7

1

ア ン ケ ー ト プ レ ゼ ン ト !!

多くの団体・組織の皆さまによるご支援の下、活動の輪を拡げています。
特定非営利活動法人ぎふ・プロジェクトネットワークは、
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